
必 修

選 択

講 義

演 習

実 験 ・ 実 習

ⓐ
ⓑ

ⓒ
ⓓ

ⓔ
ⓕ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

概
論

1
前

2
○

(
教

)
佐

藤
三

久
◎

○
○

○
○

○

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

演
習

1
前

1
○

(
教

)
水

野
信

也
、

(
助

)
孫

哲
、

(
講

)
德

田
慶

太
◎

○
○

○
○

○

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅰ

1
後

1
○

(
教

)
水

野
信

也
、

(
助

)
孫

哲
、

(
講

)
德

田
慶

太
◎

○
○

○
○

○

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

2
前

1
○

(
教

)
水

野
信

也
、

(
助

)
孫

哲
、

(
助

)
中

村
知

繁
◎

○
○

○
○

○

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅲ

2
後

1
○

(
助

)
孫

哲
、

(
講

)
德

田
慶

太
◎

○
○

○
○

○

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

1
後

1
○

(
教

)
水

野
信

也
、

(
兼

任
)
櫻

井
将

人
◎

○
○

○
○

○

情
報

通
信

の
仕

組
み

2
前

2
○

(
教

)
佐

藤
三

久
○

○
○

○
○

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅰ
2
後

2
○

(
准

)
満

塩
尚

史
◎

○
○

○
○

○

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
2
前

2
○

(
教

)
佐

藤
三

久
○

○
○

○
○

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

2
後

2
○

(
教

)
佐

藤
三

久
○

○
○

○
○

情
報

可
視

化
概

論
2
後

2
○

(
教

)
姫

野
龍

太
郎

○
○

○
○

○

微
積

分
学

Ⅰ
1
前

2
○

(
准

)
小

泉
和

之
◎

○
○

○
○

微
積

分
学

Ⅱ
1
後

2
○

(
准

)
小

泉
和

之
◎

○
○

○
○

線
形

代
数

学
Ⅰ

1
前

2
○

(
助

)
中

村
知

繁
◎

○
○

○
○

線
形

代
数

学
Ⅱ

1
後

2
○

(
助

)
中

村
知

繁
◎

○
○

○
○

確
率

と
統

計
Ⅰ

1
前

2
○

(
兼

担
)
大

橋
真

也
◎

○
○

○
○

確
率

と
統

計
Ⅱ

1
後

2
○

(
兼

担
)
大

橋
真

也
◎

○
○

○
○

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

概
論

1
後

2
○

(
教

)
姫

野
龍

太
郎

◎
○

○
○

○
○

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

演
習

2
前

1
○

(
教

)
姫

野
龍

太
郎

、
(
准

)
小

泉
和

之
、

(
准

)
大

津
洋

◎
○

○
○

○
○

情
報

倫
理

2
前

2
○

(
准

)
満

塩
尚

史
◎

○
○

○
○

○

人
体

の
機

能
と

構
造

1
後

1
○

(
教

)
青

木
茂

樹
、

(
助

)
ク

リ
ス

テ
ィ

ー
ナ

、
(
兼

担
)
柳

田
光

昭
、

(
兼

担
)
岩

渕
和

久
、

(
兼

担
)
山

地
俊

之
、

(
兼

担
)
下

地
啓

五
◎

○
○

○
○

医
療

概
論

1
後

1
○

(
教

)
青

木
茂

樹
、

(
助

)
ク

リ
ス

テ
ィ

ー
ナ

、
(
兼

任
)
樋

野
興

夫
、

(
兼

担
)
西

澤
光

生
◎

○
○

○
○

医
療

情
報

学
2
前

2
○

(
教

)
青

木
茂

樹
、

(
兼

担
)
杉

村
雅

文
◎

○
○

○
○

臨
床

医
学

総
論

Ⅰ
2
前

2
○

(
兼

担
)
西

澤
光

生
、

(
兼

担
)
下

地
啓

五
◎

○
○

○
○

臨
床

医
学

総
論

Ⅱ
2
後

2
○

(
教

)
青

木
茂

樹
、

(
助

)
ク

リ
ス

テ
ィ

ー
ナ

、
(
兼

担
)
下

地
啓

五
◎

○
○

○
○

衛
生

・
公

衆
衛

生
学

総
論

2
前

2
○

(
兼

担
)
松

川
岳

久
○

○
○

○

医
療

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

2
前

2
○

(
兼

任
)
田

村
潤

○
○

○
○

医
療

経
営

概
論

2
前

2
○

(
兼

任
)
福

永
肇

○
○

○
○

健
康

と
情

報
管

理
・

活
用

2
後

2
○

(
兼

任
)
岡

田
佐

知
子

○
○

○
○

生
体

情
報

解
析

基
礎

2
後

2
○

(
兼

担
)
西

澤
光

生
、

(
兼

担
)
下

地
啓

五
○

○
○

○

医
療

安
全

管
理

論
3
前

2
○

(
兼

担
)
塚

尾
浩

○
○

○
○

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅰ
2
前

2
○

(
教

)
廣

津
信

義
、

(
兼

担
)
山

中
航

、
(
兼

担
)
大

田
穂

、
(
兼

担
)
中

西
唯

公
◎

○
○

○
○

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅱ
2
後

2
○

(
教

)
廣

津
信

義
、

(
兼

担
)
山

中
航

、
(
兼

担
)
大

田
穂

、
(
兼

担
)
中

西
唯

公
◎

○
○

○
○

健
康

と
栄

養
・

運
動

2
前

2
○

(
兼

担
)
高

橋
徳

江
、

(
兼

任
)
大

西
朋

○
○

○
○

ス
ポ

ー
ツ

と
科

学
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

2
前

2
○

(
兼

担
)
山

田
泰

行
○

○
○

○

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

2
前

2
○

(
兼

担
)
鈴

木
美

奈
子

、
(
兼

任
)
島

内
憲

夫
○

○
○

○

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

論
2
後

2
○

(
兼

任
)
野

川
春

夫
○

○
○

○

ス
ポ

ー
ツ

と
心

理
2
後

2
○

(
兼

担
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川

田
裕

次
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○
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康
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
学

科
　

専
門

科
目

に
お

け
る

主
要

授
業

科
目

及
び

各
領

域
対

応
表

科
目

区
分

授
業

科
目

の
名

称

配 当 年 次

単
位

数
授

業
形

態

担
当

教
員

名

主 要 授 業 科 目

健 康
医 療

ス ポ ー ツ

D
P
対

応
表

(
教
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員
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必 修

選 択

講 義

演 習

実 験 ・ 実 習

ⓐ
ⓑ

ⓒ
ⓓ

ⓔ
ⓕ

科
目

区
分

授
業

科
目

の
名

称

配 当 年 次

単
位

数
授

業
形

態

担
当

教
員

名

主 要 授 業 科 目

健 康
医 療

ス ポ ー ツ

D
P
対

応
表

(
教

)：
教

授
(准

)：
准

教
授

(
助

)：
助

教

(
兼
担

)：
兼
担
教

員

(
兼
任

)：
兼
任
教

員

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

2
後

1
○

(
教

)
水

野
信

也
、

(
兼

任
)
櫻

井
将

人
◎

○
○

○
○

○

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

2
後

1
○

(
教

)
水

野
信

也
、

(
兼

任
)
大

竹
恒

平
◎

○
○

○
○

○

組
み

込
み

シ
ス

テ
ム

3
前

2
○

(
教

)
佐

藤
三

久
◎

○
○

○
○

○

計
算

科
学

の
応

用
3
後

2
○

(
教

)
佐

藤
三

久
○

○
○

○
○

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅳ

2
後

1
○

(
教

)
佐

藤
三

久
、

(
助

)
孫

哲
○

○
○

○
○

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
論

3
前

2
○

(
教

)
佐

藤
三

久
○

○
○

○
○

情
報

可
視

化
演

習
3
前

1
○

(
教

)
姫

野
龍

太
郎

、
(
助

)
孫

哲
○

○
○

○
○

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅱ
3
後

2
○

(
准

)
満

塩
尚

史
○

○
○

○
○

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅲ
4
前

1
○

(
教

)
加

藤
雅

彦
、

(
助

)
田

辺
瑠

偉
○

○
○

○
○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

4
後

1
○

(
教

)
加

藤
雅

彦
、

(
助

)
田

辺
瑠

偉
○

○
○

○
○

多
変

量
デ

ー
タ

解
析

2
後

1
○

(
准

)
小

泉
和

之
、

(
准

)
大

津
洋

◎
○

○
○

○
○

統
計

モ
デ

リ
ン

グ
2
後

1
○

(
准

)
坂

巻
顕

太
郎

、
(
准

)
大

津
洋

◎
○

○
○

○
○

グ
ラ

フ
理

論
と

最
適

化
3
前

1
○

(
教

)
水

野
信

也
、

(
兼

任
)
生

田
目

崇
◎

○
○

○
○

○

応
用

統
計

3
後

2
○

(
教

)
岩

崎
学

○
○

○
○

○

機
械

学
習

3
前

2
○

(
准

)
橋

本
泰

一
◎

○
○

○
○

○

機
械

学
習

演
習

3
後

1
○

(
准

)
橋

本
泰

一
、

(
助

)
孫

哲
、

(
助

)
中

村
知

繁
◎

○
○

○
○

○

人
工

知
能

3
後

2
○

(
准

)
橋

本
泰

一
◎

○
○

○
○

○

人
工

知
能

演
習

4
前

1
○

(
准

)
橋

本
泰

一
、

(
助

)
孫

哲
、

(
助

)
中

村
知

繁
◎

○
○

○
○

○

健
康

医
療

統
計

学
3
前

2
○

(
准

)
坂

巻
顕

太
郎

◎
○

○
○

○

健
康

医
療

統
計

学
演

習
3
後

1
○

(
准

)
坂

巻
顕

太
郎

、
(
講

)
德

田
慶

太
◎

○
○

○
○

○

医
療

デ
ー

タ
解

析
3
前

1
○

(
准

)
大

津
洋

、
(
講

)
德

田
慶

太
◎

○
○

○
○

○

保
健

衛
生

デ
ー

タ
解

析
3
後

1
○

(
准

)
坂

巻
顕

太
郎

、
(
講

)
德

田
慶

太
◎

○
○

○
○

○

保
健

医
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

3
前

2
○

(
教

)
水

野
信

也
◎

○
○

○
○

生
体

情
報

解
析

演
習

3
前

1
○

(
教

)
青

木
茂

樹
、

(
兼

担
)
下

地
啓

五
○

○
○

○
○

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

論
3
後

2
○

(
兼

担
)
杉

村
雅

文
○

○
○

○

臨
床

研
究

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
4
前

2
○

(
准

)
大

津
洋

○
○

○
○

医
療

と
健

康
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

4
前

2
○

(
准

)
坂

巻
顕

太
郎

◎
○

○
○

○

医
薬

品
情

報
と

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

4
後

2
○

(
兼

担
)
亀

井
淳

三
○

○
○

○

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

4
後

2
○

(
兼

担
)
高

橋
哲

也
○

○
○

○

ス
ポ

ー
ツ

の
数

理
科

学
3
前

2
○

(
教

)
廣

津
信

義
◎

○
○

○
○

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
リ

テ
ラ

シ
ー

3
前

2
○

(
兼

担
)
鈴

木
宏

哉
◎

○
○

○
○

ス
ポ

ー
ツ

と
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

3
後

2
○

(
准

)
小

泉
和

之
◎

○
○

○
○

ス
ポ

ー
ツ

と
モ

デ
リ

ン
グ

3
後

2
○

(
教

)
廣

津
信

義
◎

○
○

○
○

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
3
前

2
○

(
准

)
小

泉
和

之
◎

○
○

○
○

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
3
後

1
○

(
教

)
廣

津
信

義
◎

○
○

○
○

○

ス
ポ

ー
ツ

の
流

体
力

学
4
前

2
○

(
教

)
姫

野
龍

太
郎

○
○

○
○

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

と
運

動
計

測
4
後

1
○

(
教

)
姫

野
龍

太
郎

、
(
助

)
孫

哲
○

○
○

○

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

実
践

論
3
後

2
○

(
教

)
青

木
茂

樹
○

○
○

○

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

実
践

論
3
後

2
○

(
教

)
廣

津
信

義
、

(
兼

担
)
室

伏
由

佳
、

(
兼

担
)
武

田
剛

、
(
兼

担
)
竹

澤
稔

裕
○

○
○

○
○

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

3
通

2
○

(
教

)
青

木
茂

樹
、

(
教

)
廣

津
信

義
、

(
教

)
加

藤
雅

彦
、

(
准

)
満

塩
尚

史
、

(
助

)
田

辺
瑠

偉
○

○
○

○
○

○

総
合

演
習

3
後

2
○

全
専

任
教

員
(
講

師
以

上
)
※

山
本

、
徳

田
以

外
◎

○
○

○
○

○
○

卒
業

研
究

4
通

4
○

全
専

任
教

員
(
講

師
以

上
)
※

山
本

、
満

塩
、

徳
田

以
外

◎
○

○
○

○
○

○

ス ポ ー ツ デ ー タ サ イ エ ン

ス 科 目

総 合 研 究

専 門 科 目

専 門 展 開 科 目

コ ン ピ ュ ー タ 科 目

数 理 統 計 デ ー タ サ イ エ ン

ス 科 目

健 康 医 療 デ ー タ サ イ エ ン ス 科 目

『
健

康
医

療
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
』

『
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
』

は
い

ず
れ

か
を

主
科

目
と

し
て

選
択

す
る

。

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
2
－



 
 
健

康
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
学

部
健

康
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
学

科
 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ツ
リ

ー
【

資
料

８
】

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

●
総
合
英
語
Ⅰ

●
総
合
英
語
Ⅲ

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅰ

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅲ

●
総
合
英
語
Ⅱ

●
総
合
英
語
Ⅳ

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅱ

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅳ

●
英

語
表

現
Ⅰ

●
英

語
表

現
Ⅱ

中
国

語
Ⅰ

中
国

語
Ⅱ

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅰ

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅱ

●
ス

ポ
ー

ツ
実

技
ス

ポ
ー

ツ
健

康
運

動
方

法
論

●
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
論

デ
ィ

ベ
ー

ト
文

章
表

現
法

／
論

文
・

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

生
物

学
（

基
礎

）

物
理

学
（

基
礎

）

数
学

（
基

礎
）

微
分

と
積

分
（

基
礎

）

●
線

形
代

数
学

（
基

礎
）

●
統

計
学

（
基

礎
）

数
理

・
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

●
微

積
分

学
Ⅰ

●
微

積
分

学
Ⅱ

●
多

変
量

デ
ー

タ
解

析

●
線

形
代

数
学

Ⅰ
●

線
形

代
数

学
Ⅱ

●
統

計
モ

デ
リ

ン
グ

応
用

統
計

●
確

率
と

統
計

Ⅰ
●

確
率

と
統

計
Ⅱ

●
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
概

論
●

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

演
習

●
グ

ラ
フ

理
論

と
最

適
化

●
機

械
学

習
●

機
械

学
習

演
習

●
情

報
倫

理
●

人
工

知
能

●
人

工
知

能
演

習

●
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
概

論
●

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

情
報

通
信

の
仕

組
み

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

●
組

み
込

み
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
の

応
用

●
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
基

礎
演

習
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

●
デ

ー
タ

構
造

と
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム

●
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

●
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
●

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

●
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅲ
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

論

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅳ

情
報

可
視

化
概

論
情

報
可

視
化

演
習

●
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
Ⅰ

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅱ
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
Ⅲ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

●
人

体
の

機
能

と
構

造
●

医
療

情
報

学

●
医

療
概

論
●

臨
床

医
学

総
論

Ⅰ
●

臨
床

医
学

総
論

Ⅱ
医

療
安

全
管

理
論

衛
生

・
公

衆
衛

生
学

総
論

健
康

と
情

報
管

理
・

活
用

医
療

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

生
体

情
報

解
析

基
礎

生
体

情
報

解
析

演
習

医
療

経
営

概
論

●
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
Ⅰ

●
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
Ⅱ

健
康

と
栄

養
・

運
動

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

論
ス
ポ
ー
ツ
と
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ

ー
ツ

と
心

理

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

◇
健

康
医

療
統

計
学

◇
健

康
医

療
統

計
学

演
習

臨
床

研
究

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
医

薬
品

情
報

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス

◇
医

療
デ

ー
タ

解
析

◇
保

健
衛

生
デ

ー
タ

解
析

医
療

と
健

康
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

◇
保

健
医

療
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
論

◆
ス

ポ
ー

ツ
の

数
理

科
学

◆
ス

ポ
ー

ツ
と

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
ス

ポ
ー

ツ
の

流
体

力
学

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

と
運

動
計

測

◆
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

リ
テ

ラ
シ

ー
◆

ス
ポ

ー
ツ

と
モ

デ
リ

ン
グ

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

実
践

論

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

実
践

論

●
総

合
演

習

●
卒

業
研

究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

1
年

次
2
年

次
3
年

次
4
年

次

(
前

期
）

現
代

社
会

と
倫

理
　

　
科

学
と

哲
学

　
　

国
際

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

　
　

人
間

関
係

論
　

　
世

界
の

人
権

問
題

　
　

法
と

社
会

　
　

企
業

と
会

計
　

　
社

会
学

　
　

 
（

後
期

）
英

語
圏

文
化

と
文

学
　

　
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

論
　

　
心

理
と

行
動

　
　

現
代

の
企

業
経

営
　

　
国

際
経

済
論

　
　

日
本

近
現

代
史

　
　

社
会

保
障

社
会

福
祉
論

　
　

科
学

・
技

術
・

社
会

と
環

境
問

題
　

　
情

報
社

会
と

人
間

　
　

医
療

と
現

代
社

会
　

　
ス

ポ
ー

ツ
と

現
代

社
会

※
健

康
医

療
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
を
主

科
目

と
す

る
場

合
※

◇
の

単
位

を
取

得
し

、
残

り
の

選
択

科
目
と

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ
ン

ス
科

目
の

中
か

ら
合

わ
せ
て

11
単

位
以

上
修

得

※
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
を
主

科
目

と
す

る
場

合
※

◆
の

単
位

を
取

得
し

、
残

り
の

選
択

科
目
と

健
康

医
療

デ
ー

タ
サ

イ
エ
ン

ス
科

目
の

中
か

ら
合

わ
せ
て

10
単

位
以

上
修

得

本
学
部
D
P
ⓕ

健
康
・
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
領
域
に
お
け

る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
興
味
や
関
心

を
持
ち
続
け
、
自
律
的
な
学
修
を
継
続

し
て
自
己
成
長
す
る
態
度
を
身
に
つ
け

て
い
る
こ
と

想
定
さ

れ
る
卒
業
後
の
進
路

①
医
療
機
関
、
製
薬
企
業
、

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
、
健
康

食
品
メ
ー
カ
ー
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
企
業
、
保
険
会
社
、
ス

ポ
ー
ツ
運
営
団
体
、
ス
ポ
ー

ツ
用
品
企
業
等
の
健
康
・
医

療
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る

企
業
・
団
体
及
び
官
公
庁
に

お
け
る
デ
ー
タ
管
理
・
分
析

者
、
デ
ー
タ
活
用
・
企
画
立

案
者

②
I
T
・
情
報
通
信
企
業
や
シ

ン
ク
タ
ン
ク
に
お
け
る
健

康
・
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連

部
署
で
の
デ
ー
タ
管
理
・
分

析
者
、
デ
ー
タ
活
用
・
企
画

立
案
者

③
大
学
院
へ
の
進
学

本
学
部
D
P
ⓐ

学
是
「
仁
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
幅
広

い
教
養
に
裏
付
け
ら
れ
た
豊
か
な
人
間

性
と
高
い
倫
理
観
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
国
際
的
視
野
と
い
う
国
際
性
を
身
に

つ
け
て
い
る
こ
と

本
学
部
D
P
ⓑ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
と
な
る
数

理
統
計
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

等
の
理
論
と
実
践
を
学
修
し
、
デ
ー
タ

の
収
集
・
加
工
・
分
析
・
解
析
等
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
専
門
知

識
と
技
術
を
修
得
し
て
い
る
こ
と

本
学
部
D
P
ⓒ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
知
識
と
技

術
を
応
用
し
て
健
康
・
医
療
・
ス
ポ
ー

ツ
領
域
に
お
い
て
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
た
め
に
必
要
と
な
る
健
康
・
医

療
・
ス
ポ
ー
ツ
領
域
を
理
解
す
る
た
め

の
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る

こ
と

本
学
部
D
P
ⓓ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
知
識
と
技

術
を
応
用
し
て
健
康
・
医
療
・
ス
ポ
ー

ツ
領
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の
方
策
を

考
案
・
提
言
し
、
新
た
な
価
値
や
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
実
践

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

本
学
部
D
P
ⓔ

健
康
・
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
領
域
の
専
門

性
を
有
す
る
人
達
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
協
同
し
て
現
場

で
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
修
得
し

て
い
る
こ
と

：
一

般
教

養
科

目
授

業
科

目
名

：
専

門
基

礎
科

目
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
基

礎
科
目

授
業

科
目

名

：
専

門
基

礎
科

目
数

理
統

計
デ

ー
タ

サ
イ
エ

ン
ス
基
礎

科
目

授
業

科
目

名

：
専

門
基

礎
科

目
健

康
医

療
ス

ポ
ー

ツ
科
目

授
業

科
目

名

：
専

門
展

開
科

目
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
科

目
授

業
科

目
名

：
専

門
展

開
科

目
数

理
統

計
デ

ー
タ

サ
イ
エ

ン
ス
科
目

授
業

科
目

名

：
専

門
展

開
科

目
健

康
医

療
デ

ー
タ

サ
イ
エ

ン
ス
科
目

授
業

科
目

名

：
専

門
展

開
科

目
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

サ
イ
エ

ン
ス
科
目

授
業

科
目

名

：
専

門
展

開
科

目
総

合
研

究
授

業
科

目
名

：
必

修
科

目
●

－
審
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意
見
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）
（
資
料
）
－
3
－

Moriyama Shintaro
テキストボックス
【別添資料２】



【別添資料３】授業科目の概要 新旧対照表 

科目名 新 旧 

医療概

論 

（概要）医学医療については医療に直接係わる

者のみならず、将来医療系・スポーツ系の分野

に進み、医療やスポーツ系のデータを取り扱う

場合、病気・疾病のことを知らない、検査デー

タや画像が読めない、頻度の高いスポーツ外傷

のことを知らないということでは、専門職者と

の間に信頼関係が築けず、データ分析により適

切な課題解決や提言を行うことが難しい。本講

義では、医療の経済的側面、医療倫理及び疾患

の病態の理解として重要な病理学、中枢神経

系、筋骨格系、消化器系、小児、産婦人科等の

領域について総論的に学修する。主な疾患を概

説し、その病態、診断・治療法を学ぶ。 

（オムニバス方式／全 8 回）

（① 青木 茂樹／3 回）

医学医療に関する今までの知識の復習と医療

制度の実際、医療の経済的側面と日本の医療制

度、各国の医療制度、健康促進、医療倫理の基

本的な知識について、医療職者とのコミュニケ

ーションを取るうえで必須のポイントを概説

する。中枢神経系、耳鼻科、眼科疾患の病態と

頻度の高い主要疾患を概説し、症状や検査法、

治療法等に関し、主要疾患について資料を参考

にしつつ説明出来る程度に理解することを目

標とする。 

（⑭ 樋野 興夫／1 回）

病理学に関する総論的知識として、病因の解

明、病気の組織診断方法を確立するための病理

学について学ぶ。がんに関する考え方について

も学修する。 

（⑪ 西澤 光生／2 回）

筋骨格系の疾患の病態と頻度の高い主要疾患

やスポーツ外傷及び内臓系（肺、消化器）、心

血管系の疾患の病態と主要疾患を概説し、症状

や検査法、治療法等に関し、主要疾患について

資料を参考にしつつ説明出来る程度に理解す

ることを目標とする。 

（⑦ CHRISTINA ANDICA／2 回）

小児、産科、婦人科、泌尿器科における疾患の

病態と主要疾患を概説し、症状や検査法、治療

法等に関し、主要疾患について資料を参考にし

（概要）医学医療については医療に直接係わる

者のみならず、将来医療系・スポーツ系の分野

に進み、医療やスポーツ系のデータを取り扱う

場合、病気・疾病のことを知らない、検査デー

タや画像が読めない、頻度の高いスポーツ外傷

のことを知らないということでは、専門職者と

の間に信頼関係が築けず、データ分析により適

切な課題解決や提言を行うことが難しい。本講

義では、医療の経済的側面、疾患の病態の理解

として重要な病理学、中枢神経系、筋骨格系、

消化器系、小児、産婦人科等の領域について総

論的に学修する。主な疾患を概説し、その病態、

診断・治療法を学ぶ。 

（オムニバス方式／全 8 回）

（1 青木 茂樹／2 回） 

医学医療に関する今までの知識の復習と医療

制度の実際、医療の経済的側面と日本の医療制

度、各国の医療制度、健康促進、医療倫理等に

ついて、医療職者とのコミュニケーションを取

るうえで必須のポイントを概説する。中枢神経

系、耳鼻科、眼科疾患の病態と頻度の高い主要

疾患を概説し、症状や検査法、治療法等に関し、

主要疾患について資料を参考にしつつ説明出

来る程度に理解することを目標とする。 

（64 樋野 興夫／1 回） 

病理学に関する総論的知識として、病因の解

明、病気の組織診断方法を確立するための病理

学について学ぶ。がんに関する考え方について

も学修する。 

（28 西澤 光生／3 回） 

筋骨格系の疾患の病態と頻度の高い主要疾患

やスポーツ外傷及び内臓系（肺、消化器）、心

血管系の疾患の病態と主要疾患を概説し、症状

や検査法、治療法等に関し、主要疾患について

資料を参考にしつつ説明出来る程度に理解す

ることを目標とする。 

（13 CHRISTINA ANDICA／2 回） 

小児、産科、婦人科、泌尿器科における疾患の

病態と主要疾患を概説し、症状や検査法、治療

法等に関し、主要疾患について資料を参考にし

つつ説明出来る程度に理解することを目標と
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つつ説明出来る程度に理解することを目標と

する。 

する。 

グ ロ ー

バ ル 人

材論 

高度情報社会のグローバル化の進展に伴い、世

界をフィールドとして活躍する人材に対する

ニーズが益々高まっている。日本企業がグロー

バルに事業を展開するとともに、多国籍の人材

を活用して事業を推進する必要性が高まり、

「グローバル人的資源管理」が益々重要になっ

ている。本講義では、グローバル人的資源管理

の基本的事項を修得し、企業がグローバル人的

資源管理の実務に取り組む際に背後にある基

本的な考え方や理論的な枠組みを押さえ、グロ

ーバルに事業を展開する企業が人材をどのよ

うに管理・育成し、社員のエンゲージメントを

高めるための環境を整備しようとしているか

を学修する。 

（追加） 

生 体 情

報 解 析

基礎 

（概要）臨床医学の現場は血液・生化学検査、

CT・MRI・超音波などの画像、心電図、脳波、

呼吸機能など、従来得られていた種々の生体情

報に加え、ゲノム情報も入ってきており、医療

における情報の役割は非常に大きくなってい

る。健康データサイエンスを学び、AI やデータ

サイエンスに造詣を持ち、医学医療について素

養のある者が、将来医療機関や医療関連企業に

従事、あるいは医療関係者と一緒に仕事や研究

をする時に、生体情報に関する知識と解析する

力を持っていれば、データ解析結果に基づき、

より有効な提言やアドバイスができる。生体情

報の評価や標準化、定量値の抽出などは特に画

像では難しく、長らくヒトの主観的・視覚的な

評価によってきた。医療の一部では DICOM とい

う標準フォーマットがあり、解析がしやすい。

近年は病変の見落とし防止等、医療画像診断の

精度向上に人工知能を用いるための研究が進

歩し、診療に用いられる製品も登場しつつあ

る。ゲノム情報などを活用した研究も盛んであ

る。本講義では、生体情報解析の基本を学修し、

それを活用した種々の医療画像の解析方法に

ついて、実際のデータを活用するための種々の

知識について解説を行なう。 

（オムニバス方式／全 15 回）

（⑪ 西澤 光生／7 回）

生体情報の特徴と種類、その取り扱いの注意

点、定量評価や統計解析の必要性と問題点、

（概要）臨床医学の現場における画像の役割は

大きく、CT、MRI、超音波、内視鏡、病理等の

個人の医療データのほか、医療材料の物流や人

流の解析等多くの場面で利活用されている。健

康データサイエンスを学び、AI やデータサイエ

ンスに造詣を持ち、医学医療について素養のあ

る者が、将来医療機関や医療関連企業に従事、

あるいは医療関係者と一緒に仕事や研究をす

る時に、画像解析に関する知識力を持っていれ

ば、データ解析結果に基づき、より有効な提言

やアドバイスができる。画像の評価や標準化、

定量値の抽出などは意外に難しく、長らくヒト

の主観的な評価によってきた。医療の一部では

DICOM という標準フォーマットがあり、解析が

しやすい。近年は病変の見落とし防止等、医療

画像診断の精度向上に人工知能を用いるため

の研究が進歩し、診療に用いられる製品も登場

しつつある。本講義では、画像の基本を学修し、

それを活用した種々の医療画像の解析方法に

ついて、実際のデータを活用するための種々の

知識について解説を行なう。 

（オムニバス方式／全 15 回）

（28 西澤 光生／7 回） 

デジタル画像の基本、医用画像の種類、適応と

取り扱いの注意点、解析の必要性と解析法総論

につき、事例を交えて授業を行なう。機械学習、

Deep Learning 等の人工知能を用いた画像解析

について、実例を示しつつ解析法の解説を行な
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種々の解析法総論につき、具体例を示しながら

データサイエンスの観点から個別に解説する。

特にデータサイエンスで重要となる機械学習、

Deep Learning 等の人工知能を用いた生体情報

解析について、実例を示しつつ解析法の解説を

行なう。 

（⑩ 下地 啓五／8 回）

データサイエンスとして結果を利活用して社

会実装していくという観点から、解析結果の解

釈に重点をおいて授業を行う。種々の手法を用

いたわかりやすい例示及び実際の解析ソフト

の結果を示しつつ、解釈のみならず、その基本

的な社会実装の応用についても基本的事項を

解説する。 

う。 

（62 下地 啓五／8 回） 

医療画像解析で用いる統計を主体に、解析の計

画、解析結果の解釈法につき例示及び実際の解

析ソフトの結果を示しつつ解説する。画像解析

に必要な Linux の知識、よく使われる解析ソフ

ト（SPM、FSL 等）の取り扱いについて実例を示

しつつ扱い方を解説する。 

医 療 デ

ー タ 解

析 

健康・医療領域は多種多様なデータに溢れてお

り、またそのデータの品質もまちまちである。

そのため、"Fit-for-porpose"であるデータの

抽出・分析・解釈のすべての状況において、医

学研究者・統計科学者・情報科学者といった多

くの人材のコミュニケーションによる共同作

業によってエビデンスが創出されている。本講

義では、健康・医療領域に係る実際の事例を題

材にして、データサイエンスに必要な

ETL(Extract-Transform-Load)手法、分析・評

価手法など基本的概念について概説するとと

もに、解析を行う。 

健康・医療データの利活用は一人の専門家の知

識・技能によって達成できるものではなく、情

報科学者、統計科学者、医療従事者等との緊密

なコミュニケーションによる共同作業によっ

てはじめて実現可能となる。またデータを解析

する際には、データサイエンス一般の知識だけ

でなく、医学・医療分野特有のドメイン知識や

データの特性を意識することが必須である。本

講義では、健康医療分野のデータサイエンス人

材を目指す学生のために、高次元データの取り

扱いの注意点、多種類にわたるデータの統合方

法、データに適した統計学や機械学習の解析手

法の選び方等について概説する。また実際のデ

ータを題材にして、データ解析の一端に触れ

る。 

保 健 衛

生 デ ー

タ解析

保健衛生や公衆衛生データ等の分析で用いら

れる代表的な統計解析手法の実践や数理的な

背景の理解を深めるために、統計ソフトウェア

を用いたプログラミング演習を行う。本演習で

は、統計解析手法の特徴や実装について実デー

タ解析を通じて学び、シミュレーションデータ

を用いて数理的な特徴を理解することを目的

とする。t 検定やχ2 乗検定等の検定、線形回

帰やロジスティック回帰等の回帰分析、カプラ

ン・マイヤー法、ログランク検定、Cox 回帰モ

デル等の生存時間解析等の実践と、検定や推定

の特徴の理解やそれに関連したサンプルサイ

ズ設計等をシミュレーション実験により行う

等、実データ解析とシミュレーション実験等を

通じて保健衛生データ解析について幅広く理

健康医療データの分析で用いられる代表的な

統計解析手法の実践や数理的な背景の理解を

深めるために、統計ソフトウェアを用いたプロ

グラミング演習を行う。本演習では、統計解析

手法の特徴や実装について実データ解析を通

じて学び、シミュレーションデータを用いて数

理的な特徴を理解することを目的とする。t 検

定やχ2 乗検定等の検定、線形回帰やロジステ

ィック回帰等の回帰分析、カプラン・マイヤー

法、ログランク検定、Cox 回帰モデル等の生存

時間解析等の実践と、検定や推定の特徴の理解

やそれに関連したサンプルサイズ設計等をシ

ミュレーション実験により行う等、実データ解

析とシミュレーション実験等を通じて健康医

療データ解析について幅広く理解する。 
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解する。 

生 体 情

報 解 析

演習 

本演習では、生体で得られる種々の情報につい

て統計解析（画像統計解析を含む）のための環

境構築、前処理、解析、結果の解釈と活用まで

の解析の入口から出口までの過程を、チュート

リアル形式による演習で体系的に経験するこ

とにより、これから生成される保健衛生涼気を

含む未知の生体情報についても、自ら統計手法

を選択し、プログラミングにより解析環境を構

築し、適切な前処理と解析を行い、得られた結

果を評価しデータサイエンスとして実装し利

活用できる知識スキルの修得を目指す。本演習

の前半では定量化された生体情報の基礎、種

類、適応、取り扱いの注意点、統計解析の必要

性と解析方法、解析に必要な前処理、プログラ

ミング技術、統計解析計画、結果の解釈と活用

について具体例を交えて演習を行う。従来から

医療現場では画像など多くの情報を視察的に

評価することで定性的に病態評価がなされて

いるが、最近では病態を定量的に統計学的手法

を駆使して評価する機運も高まっている。本演

習の後半では医療生体情報の定量統計解析の

基礎、種類、適応、必要な前処理、統計処理や

プログラミング、結果の解釈と利活用について

実例を交えて演習し、必要ならプログラミング

の指導を行いつつ、今後の社会的実装について

のスキルを磨く。 

本演習では、環境構築、前処理、解析、結果の

解釈と活用までを含む医療画像解析の入口か

ら出口までの過程を、チュートリアル形式によ

る演習で体系的に経験することにより、これか

ら生成される未知の医療データについても、自

ら解析環境を構築し、適切な前処理と画像解析

を行い、得られた結果を評価し活用できる知識

スキルの修得を目指す。本演習の前半ではデジ

タル医療画像の基礎、種類、適応、取り扱いの

注意点、解析の必要性と解析方法、画像解析に

必要な前処理、解析計画、統計、結果の解釈と

活用について具体例を交えて演習を行う。従来

から医療現場では画像を視察的に評価するこ

とで定性的に病態評価がなされているが、最近

では病態を定量的に評価する機運も高まって

いる。本演習の後半では医療画像の定量解析の

基礎、種類、適応、必要な前処理、統計処理、

結果の解釈と活用について実例を交えて演習

する。 

デ ー タ

サ イ エ

ン ス 概

論 

データサイエンスは従来の統計学を基礎とは

しているものの、扱えるデータの種類が数値だ

けでなくテキストや音声、画像、動画等多種に

広がるとともに、分析手法も人工知能・機械学

習等によって急速に発展し、社会に大きな変化

をもたらしている領域である。本講義では、デ

ータサイエンスで主に使われているクロス集

計、回帰分析、ベイズ理論、アソシエーション

分析、クラスタリング、決定技などの古典的手

法とともに、ニューラルネットワーク、機械学

習、AI 等の今急速に進展している手法について

も概説し、実際の応用事例を取り上げること

で、データサイエンスが実社会へどのような影

響や変化を与えるかを考察し、コンピュータの

発展と合わせて将来を展望する。 

データサイエンスは従来の統計学を基礎とは

しているものの、扱えるデータの種類が数値だ

けでなくテキストや音声、画像、動画等多種に

広がるとともに、分析手法も人工知能・機械学

習等によって急速に発展し、社会に大きな変化

をもたらしている領域である。本講義では、デ

ータサイエンスで主に使われている分析手法

とともに、実際の応用事例を取り上げ、データ

サイエンスが将来の実社会へどのように影響

や変化を与えるかを考察する。 
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デ ー タ

サ イ エ

ン ス 基

礎演習 

データサイエンスは社会に大きな影響を与え

ているものであるため、本演習では、データサ

イエンス概論で総合的に学んだ内容を演習を

通じて理解を深めていく。データサイエンスを

社会で使えるものにしていくために、データの

可視化、データの要約方法などの基本的な手法

を演習を通じて、実際のデータに適用すること

によりそれぞれの特徴を理解する。それらの特

徴を客観的に比較するための統計手法も扱い、

そこからデータサイエンスのモデリングにも

触れていき、データサイエンスに必要な基本的

な素養を演習を通じて修得する。 

（追加） 
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の

こ
と

を
知

ら
な

い
、

検
査

デ
ー

タ
や

画
像

が
読

め
な

い
、

頻
度

の
⾼

い
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
の

こ
と

を
知

ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
は

、
専

⾨
職

者
と

の
間

に
信

頼
関

係
が

築
け

ず
、

デ
ー

タ
分

析
に

よ
り

適
切

な
課

題
解

決
や

提
⾔

を
⾏

う
こ

と
が

難
し

い
。

本
講

義
で

は
、

医
療

の
経

済
的

側
⾯

、
医

療
倫

理
及

び
疾

患
の

病
態

の
理

解
と

し
て

重
要

な
病

理
学

、
中

枢
神

経
系

、
筋

⾻
格

系
、

消
化

器
系

、
⼩

児
、

産
婦

⼈
科

等
の

領
域

に
つ

い
て

総
論

的
に

学
修

す
る

。
主

な
疾

患
を

概
説

し
、

そ
の

病
態

、
診

断
・

治
療

法
を

学
ぶ

。
（

オ
ム

ニ
バ

ス
⽅

式
／

全
8回

）

（
①

⻘
⽊

 
茂

樹
／

3回
）

医
学

医
療

に
関

す
る

今
ま

で
の

知
識

の
復

習
と

医
療

制
度

の
実

際
、

医
療

の
経

済
的

側
⾯

と
⽇

本
の

医
療

制
度

、
各

国
の

医
療

制
度

、
健

康
促

進
、

医
療

倫
理

の
基

本
的

な
知

識
に

つ
い

て
、

医
療

職
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

う
え

で
必

須
の

ポ
イ

ン
ト

を
概

説
す

る
。

中
枢

神
経

系
、

⽿
⿐

科
、

眼
科

疾
患

の
病

態
と

頻
度

の
⾼

い
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
法

等
に

関
し

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
に

理
解

す
る

こ
と

を
⽬

標
と

す
る

。

（
⑭

樋
野

 
興

夫
／

1 回
）

病
理

学
に

関
す

る
総

論
的

知
識

と
し

て
、

病
因

の
解

明
、

病
気

の
組

織
診

断
⽅

法
を

確
⽴

す
る

た
め

の
病

理
学

に
つ

い
て

学
ぶ

。
が

ん
に

関
す

る
考

え
⽅

に
つ

い
て

も
学

修
す

る
。

（
⑪

⻄
澤

 
光

⽣
／

2回
）

筋
⾻

格
系

の
疾

患
の

病
態

と
頻

度
の

⾼
い

主
要

疾
患

や
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
及

び
内

臓
系

（
肺

、
消

化
器

）
、

⼼
⾎

管
系

の
疾

患
の

病
態

と
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
法

等
に

関
し

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
に

理
解

す
る

こ
と

を
⽬

標
と

す
る

。

（
⑦

CH
RI

ST
IN

A 
AN

DI
CA

／
2回

）
⼩

児
、

産
科

、
婦

⼈
科

、
泌

尿
器

科
に

お
け

る
疾

患
の

病
態

と
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
法

等
に

関
し

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
に

理
解

す
る

こ
と

を
⽬

標
と

す
る

。

授
業

科
⽬

の
概

要

（
概

要
）

医
学

医
療

に
つ

い
て

は
医

療
に

直
接

係
わ

る
者

の
み

な
ら

ず
、

将
来

医
療

系
・

ス
ポ

ー
ツ

系
の

分
野

に
進

み
、

医
療

や
ス

ポ
ー

ツ
系

の
デ

ー
タ

を
取

り
扱

う
場

合
、

病
気

・
疾

病
の

こ
と

を
知

ら
な

い
、

検
査

デ
ー

タ
や

画
像

が
読

め
な

い
、

頻
度

の
⾼

い
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
の

こ
と

を
知

ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
は

、
専

⾨
職

者
と

の
間

に
信

頼
関

係
が

築
け

ず
、

デ
ー

タ
分

析
に

よ
り

適
切

な
課

題
解

決
や

提
⾔

を
⾏

う
こ

と
が

難
し

い
。

本
講

義
で

は
、

医
療

の
経

済
的

側
⾯

、
疾

患
の

病
態

の
理

解
と

し
て

重
要

な
病

理
学

、
中

枢
神

経
系

、
筋

⾻
格

系
、

消
化

器
系

、
⼩

児
、

産
婦

⼈
科

等
の

領
域

に
つ

い
て

総
論

的
に

学
修

す
る

。
主

な
疾

患
を

概
説

し
、

そ
の

病
態

、
診

断
・

治
療

法
を

学
ぶ

。
（

オ
ム

ニ
バ

ス
⽅

式
／

全
8回

）

（
1 

⻘
⽊

 
茂

樹
／

2回
）

医
学

医
療

に
関

す
る

今
ま

で
の

知
識

の
復

習
と

医
療

制
度

の
実

際
、

医
療

の
経

済
的

側
⾯

と
⽇

本
の

医
療

制
度

、
各

国
の

医
療

制
度

、
健

康
促

進
、

医
療

倫
理

等
に

つ
い

て
、

医
療

職
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

う
え

で
必

須
の

ポ
イ

ン
ト

を
概

説
す

る
。

中
枢

神
経

系
、

⽿
⿐

科
、

眼
科

疾
患

の
病

態
と

頻
度

の
⾼

い
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
法

等
に

関
し

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
に

理
解

す
る

こ
と

を
⽬

標
と

す
る

。

（
64

 
樋

野
 

興
夫

／
1回

）
病

理
学

に
関

す
る

総
論

的
知

識
と

し
て

、
病

因
の

解
明

、
病

気
の

組
織

診
断

⽅
法

を
確

⽴
す

る
た

め
の

病
理

学
に

つ
い

て
学

ぶ
。

が
ん

に
関

す
る

考
え

⽅
に

つ
い

て
も

学
修

す
る

。

（
28

 
⻄

澤
 

光
⽣

／
3回

）
筋

⾻
格

系
の

疾
患

の
病

態
と

頻
度

の
⾼

い
主

要
疾

患
や

ス
ポ

ー
ツ

外
傷

及
び

内
臓

系
（

肺
、

消
化

器
）

、
⼼

⾎
管

系
の

疾
患

の
病

態
と

主
要

疾
患

を
概

説
し

、
症

状
や

検
査

法
、

治
療

法
等

に
関

し
、

主
要

疾
患

に
つ

い
て

資
料

を
参

考
に

し
つ

つ
説

明
出

来
る

程
度

に
理

解
す

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る
。

（
13

 
CH

RI
ST

IN
A 

AN
DI

CA
／

2回
）

⼩
児

、
産

科
、

婦
⼈

科
、

泌
尿

器
科

に
お

け
る

疾
患

の
病

態
と

主
要

疾
患

を
概

説
し

、
症

状
や

検
査

法
、

治
療

法
等

に
関

し
、

主
要

疾
患

に
つ

い
て

資
料

を
参

考
に

し
つ

つ
説

明
出

来
る

程
度

に
理

解
す

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る
。

単
位

数
1単

位

担
当

教
員

⻘
⽊

茂
樹

、
樋

野
興

夫
、

⻄
澤

光
⽣

、
CH

RI
ST

IN
A 

AN
DI

CA
担

当
教

員
⻘

⽊
茂

樹
、

樋
野

興
夫

、
⻄

澤
光

⽣
、

CH
RI

ST
IN

A 
AN

DI
CA

代
表

教
員

⻘
⽊

茂
樹

単
位

数
1単

位
代

表
教

員
⻘

⽊
茂

樹

履
修

上
の

注
意

、
履

修
要

件
１

回
の

授
業

に
つ

い
て

３
分

の
２

以
上

の
出

席
時

間
が

な
い

場
合

は
そ

の
回

の
授

業
を

⽋
席

扱
い

と
す

る
。

ま
た

遅
刻

お
よ

び
早

退
３

回
で

１
回

分
の

⽋
席

と
し

て
カ

ウ
ン

ト
す

る
。

履
修

上
の

注
意

、
履

修
要

件
１

回
の

授
業

に
つ

い
て

３
分

の
２

以
上

の
出

席
時

間
が

な
い

場
合

は
そ

の
回

の
授

業
を

⽋
席

扱
い

と
す

る
。

ま
た

遅
刻

お
よ

び
早

退
３

回
で

１
回

分
の

⽋
席

と
し

て
カ

ウ
ン

ト
す

る
。

成
績

評
価

の
⽅

法
成

績
評

価
の

⽅
法

到
達

⽬
標

①
医

学
・

医
療

に
関

す
る

種
々

の
情

報
情

報
源

の
信

頼
性

を
⾃

ら
判

断
で

き
る

医
療

情
報

を
⾝

に
つ

け
る

。
②

⽇
本

の
医

療
制

度
や

病
理

学
の

総
論

的
知

識
を

取
得

し
、

そ
れ

を
資

料
を

⾒
な

が
ら

説
明

で
き

る
。

③
主

な
疾

患
を

体
の

部
位

や
病

態
ご

と
に

列
挙

し
、

資
料

を
参

考
と

し
な

が
ら

病
態

を
理

解
し

、
そ

れ
を

説
明

で
き

る
。

到
達

⽬
標

①
医

学
・

医
療

に
関

す
る

種
々

の
情

報
情

報
源

の
信

頼
性

を
⾃

ら
判

断
で

き
る

医
療

情
報

を
⾝

に
つ

け
る

。
②

⽇
本

の
医

療
制

度
や

病
理

学
の

総
論

的
知

識
を

取
得

し
、

そ
れ

を
資

料
を

⾒
な

が
ら

説
明

で
き

る
。

③
主

な
疾

患
を

体
の

部
位

や
病

態
ご

と
に

列
挙

し
、

資
料

を
参

考
と

し
な

が
ら

病
態

を
理

解
し

、
そ

れ
を

説
明

で
き

る
。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

、
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

と
の

関
連

学
部

Ｄ
Ｐ

-ⓒ
、

ⓕ
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
、

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
と

の
関

連
学

部
Ｄ

Ｐ
-ⓒ

、
ⓕ

試
験

・
課

題
に

対
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

⽅
法

試
験

・
課

題
に

対
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

⽅
法

課
題

レ
ポ

ー
ト

は
、

原
則

と
し

て
コ

メ
ン

ト
を

付
け

て
返

却
す

る
。

課
題

レ
ポ

ー
ト

は
、

原
則

と
し

て
コ

メ
ン

ト
を

付
け

て
返

却
す

る
。

評
価

⽅
法

課
題

レ
ポ

ー
ト

（
10

0％
）

評
価

⽅
法

課
題

レ
ポ

ー
ト

（
10

0％
）

評
価

基
準

課
題

レ
ポ

ー
ト

10
0点

満
点

、
60

点
以

上
を

合
格

と
す

る
。

評
価

基
準

課
題

レ
ポ

ー
ト

10
0点

満
点

、
60

点
以

上
を

合
格

と
す

る
。

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
9
－



新
旧

授
業

回
授

業
回

1
1

2
2

3
3

4
4

5
5

6
6

7
7

8
8

テ
キ

ス
ト

テ
キ

ス
ト

岡
庭

豊
メ

デ
ィ

ッ
ク

メ
デ

ィ
ア

48
96

32
81

91
毎

年
改

定
さ

れ
る

参
考

⽂
献

参
考

⽂
献

著
者

出
版

社
IS

BN
備

考

イ
ヤ

ー
ノ

ー
ト

岡
庭

豊
メ

デ
ィ

ッ
ク

メ
デ

ィ
ア

48
96

32
81

91
毎

年
改

定
さ

れ
る

イ
ヤ

ー
ノ

ー
ト

書
名

著
者

出
版

社
IS

BN
備

考
書

名

備
考

備
考

授
業

計
画

授
業

計
画

必
要

に
応

じ
適

宜
指

⽰
す

る
。

必
要

に
応

じ
適

宜
指

⽰
す

る
。

そ
の

他
そ

の
他

連
絡

先
・

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
初

回
の

講
義

に
て

連
絡

す
る

。
事

前
メ

ー
ル

に
て

随
時

対
応

。
連

絡
先

・
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

初
回

の
講

義
に

て
連

絡
す

る
。

事
前

メ
ー

ル
に

て
随

時
対

応
。

予
習

・
復

習
・

レ
ポ

ー
ト

課
題

等
と

学
習

時
間

⻘
⽊

茂
樹

体
の

仕
組

み
や

医
学

に
関

す
る

今
ま

で
の

知
識

の
復

習
と

、
医

療
制

度
の

実
際

、
医

療
の

経
済

的
側

⾯
と

⽇
本

の
医

療
制

度
、

各
国

の
医

療
制

度
、

健
康

促
進

等
に

つ
い

て
、

医
療

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
う

え
で

必
須

の
ポ

イ
ン

ト
を

概
説

す
る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

茂
樹

医
学

に
関

す
る

今
ま

で
の

知
識

の
復

習
と

、
医

療
制

度
の

実
際

、
医

療
の

経
済

的
側

⾯
と

⽇
本

の
医

療
制

度
、

各
国

の
医

療
制

度
、

健
康

促
進

、
医

療
倫

理
等

に
つ

い
て

、
医

療
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

う
え

で
必

須
の

ポ
イ

ン
ト

を
概

説
す

る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

担
当

者
授

業
内

容
予

習
・

復
習

・
レ

ポ
ー

ト
課

題
等

と
学

習
時

間
担

当
者

授
業

内
容

樋
野

興
夫

医
療

倫
理

に
関

係
し

て
、

が
ん

哲
学

と
死

⽣
観

に
つ

い
て

語
る

。
ま

た
が

ん
の

⽣
物

学
的

特
徴

を
中

⼼
と

し
て

病
理

学
に

関
す

る
総

論
的

知
識

を
ま

と
め

る
。

病
因

の
解

明
、

病
気

の
組

織
診

断
⽅

法
を

確
⽴

す
る

た
め

の
病

理
学

に
つ

い
て

学
ぶ

。

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

樋
野

興
夫

病
理

学
に

関
す

る
総

論
的

知
識

を
ま

と
め

る
。

病
因

の
解

明
、

病
気

の
組

織
診

断
⽅

法
を

確
⽴

す
る

た
め

の
病

理
学

に
つ

い
て

学
ぶ

。
が

ん
に

つ
い

て
の

考
え

⽅
に

つ
い

て
も

語
る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

茂
樹

保
健

医
療

領
域

に
係

る
者

と
し

て
必

要
な

医
療

倫
理

の
基

本
的

事
項

と
し

て
、

⽣
命

倫
理

・
医

の
倫

理
の

歴
史

を
含

め
た

概
略

、
20

世
紀

以
降

特
に

明
⽂

化
さ

れ
た

ヘ
ル

シ
ン

キ
宣

⾔
、

リ
ス

ボ
ン

宣
⾔

等
の

考
え

⽅
か

ら
始

め
、

医
療

と
死

⽣
観

・
緩

和
医

療
等

の
問

題
、

職
業

倫
理

等
の

問
題

を
学

修
し

、
倫

理
と

接
遇

、
研

究
倫

理
と

研
究

不
正

に
つ

い
て

具
体

的
な

問
題

を
取

り
上

げ
る

。

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

茂
樹

中
枢

神
経

系
、

⽿
⿐

科
、

眼
科

疾
患

の
病

態
と

主
要

疾
患

を
概

説
し

、
症

状
や

検
査

法
、

治
療

成
績

な
ど

に
つ

き
、

主
要

疾
患

に
つ

い
て

資
料

を
参

考
に

し
つ

つ
説

明
出

来
る

程
度

の
理

解
を

得
る

こ
と

を
⽬

標
と

す
る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻄
澤

光
⽣

筋
⾻

格
系

の
疾

患
の

病
態

と
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
成

績
な

ど
に

つ
き

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
の

理
解

を
得

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻄
澤

光
⽣

内
臓

系
（

肺
、

消
化

器
）

の
疾

患
の

病
態

と
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
成

績
な

ど
に

つ
き

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
の

理
解

を
得

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

茂
樹

中
枢

神
経

系
、

⽿
⿐

科
、

眼
科

疾
患

の
病

態
と

主
要

疾
患

を
概

説
し

、
症

状
や

検
査

法
、

治
療

成
績

な
ど

に
つ

き
、

主
要

疾
患

に
つ

い
て

資
料

を
参

考
に

し
つ

つ
説

明
出

来
る

程
度

の
理

解
を

得
る

こ
と

を
⽬

標
と

す
る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻄
澤

光
⽣

筋
⾻

格
系

の
疾

患
の

病
態

と
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
成

績
な

ど
に

つ
き

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
の

理
解

を
得

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

CH
RI

ST
IN

A
婦

⼈
科

、
泌

尿
器

科
に

お
け

る
疾

患
の

病
態

と
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
成

績
な

ど
に

つ
き

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
の

理
解

を
得

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

CH
RI

ST
IN

A
婦

⼈
科

、
泌

尿
器

科
に

お
け

る
疾

患
の

病
態

と
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
成

績
な

ど
に

つ
き

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
の

理
解

を
得

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

CH
RI

ST
IN

A
⼩

児
、

産
科

に
お

け
る

疾
患

の
病

態
と

主
要

疾
患

を
概

説
し

、
症

状
や

検
査

法
、

治
療

成
績

な
ど

に
つ

き
、

主
要

疾
患

に
つ

い
て

資
料

を
参

考
に

し
つ

つ
説

明
出

来
る

程
度

の
理

解
を

得
る

こ
と

を
⽬

標
と

す
る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

CH
RI

ST
IN

A
⼩

児
、

産
科

に
お

け
る

疾
患

の
病

態
と

主
要

疾
患

を
概

説
し

、
症

状
や

検
査

法
、

治
療

成
績

な
ど

に
つ

き
、

主
要

疾
患

に
つ

い
て

資
料

を
参

考
に

し
つ

つ
説

明
出

来
る

程
度

の
理

解
を

得
る

こ
と

を
⽬

標
と

す
る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻄
澤

光
⽣

内
臓

系
（

肺
、

消
化

器
)、

⼼
⾎

管
系

の
疾

患
の

病
態

と
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
成

績
な

ど
に

つ
き

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
の

理
解

を
得

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻄
澤

光
⽣

⼼
⾎

管
系

の
疾

患
の

病
態

と
主

要
疾

患
を

概
説

し
、

症
状

や
検

査
法

、
治

療
成

績
な

ど
に

つ
き

、
主

要
疾

患
に

つ
い

て
資

料
を

参
考

に
し

つ
つ

説
明

出
来

る
程

度
の

理
解

を
得

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

て
お

く
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
1
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－



備
考

各
⾃

PC
を

持
参

す
る

こ
と

。
い

く
つ

か
の

統
計

パ
ッ

ケ
ー

ジ
、

ツ
ー

ル
を

利
⽤

す
る

予
定

。
講

義
内

で
指

⽰
す

る
。

特
に

な
し

そ
の

他

連
絡

先
・

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
初

回
の

講
義

に
て

連
絡

す
る

。
事

前
メ

ー
ル

に
て

随
時

対
応

。

参
考

⽂
献

特
に

な
し

書
名

著
者

出
版

社
IS

BN
備

考

テ
キ

ス
ト

評
価

⽅
法

課
題

レ
ポ

ー
ト

（
10

0%
）

評
価

基
準

講
義

内
で

提
⽰

し
た

課
題

レ
ポ

ー
ト

で
理

解
度

を
評

価
す

る
。

履
修

上
の

注
意

、
履

修
要

件
特

に
な

し

成
績

評
価

の
⽅

法

到
達

⽬
標

・
健

康
・

医
療

領
域

で
の

デ
ー

タ
ソ

ー
ス

の
発

展
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
デ

ー
タ

に
関

し
て

、
各

分
野

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

関
わ

り
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

、
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

と
の

関
連

学
部

Ｄ
Ｐ

-ⓓ
、

ⓔ
、

ⓕ

試
験

・
課

題
に

対
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

⽅
法

授
業

内
で

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

開
講

学
年

3年
開

講
学

期
前

期

授
業

概
要

授
業

科
⽬

の
概

要

健
康

・
医

療
領

域
は

多
種

多
様

な
デ

ー
タ

に
溢

れ
て

お
り

、
ま

た
そ

の
デ

ー
タ

の
品

質
も

ま
ち

ま
ち

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
"F

it-
fo

r-p
or

po
se

"で
あ

る
デ

ー
タ

の
抽

出
・

分
析

・
解

釈
の

す
べ

て
の

状
況

に
お

い
て

、
医

学
研

究
者

・
統

計
科

学
者

・
情

報
科

学
者

と
い

っ
た

多
く

の
⼈

材
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

共
同

作
業

に
よ

っ
て

エ
ビ

デ
ン

ス
が

創
出

さ
れ

て
い

る
。

本
講

義
で

は
、

健
康

・
医

療
領

域
に

係
る

実
際

の
事

例
を

題
材

に
し

て
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

に
必

要
な

ET
L(

Ex
tra

ct
-T

ra
ns

fo
rm

-L
oa

d)
⼿

法
、

分
析

・
評

価
⼿

法
な

ど
基

本
的

概
念

に
つ

い
て

概
説

す
る

と
と

も
に

、
解

析
を

⾏
う

。

担
当

教
員

⼤
津

洋
、

德
⽥

慶
太

代
表

教
員

⼤
津

洋
単

位
数

1単
位

（
選

択
）

新
旧

健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
 
シ
ラ
バ
ス

科
⽬

名
医

療
デ

ー
タ

解
析

授
業

形
態

演
習

（
兼
任

教
員

担
当

の
た

め
シ

ラ
バ

ス
な

し
）

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
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新
旧

授
業

回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
⼤

津
、

德
⽥

1-
14

回
の

振
り

返
り

と
ま

と
め

予
習

60
分

：
授

業
内

で
指

⽰
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

⼤
津

、
德

⽥
健

康
・

医
療

に
係

る
事

例
紹

介
(2

)
予

習
60

分
：

授
業

内
で

指
⽰

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

⼤
津

、
德

⽥
健

康
医

療
デ

ー
タ

に
お

け
る

ET
L(

4)
予

習
60

分
：

授
業

内
で

指
⽰

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

⼤
津

、
德

⽥
健

康
・

医
療

に
係

る
事

例
紹

介
(3

)
予

習
60

分
：

授
業

内
で

指
⽰

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

⼤
津

、
德

⽥
健

康
医

療
デ

ー
タ

に
お

け
る

ET
L(

5)
予

習
60

分
：

授
業

内
で

指
⽰

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

⼤
津

、
德

⽥
健

康
医

療
デ

ー
タ

に
お

け
る

ET
L(

1)
予

習
60

分
：

授
業

内
で

指
⽰

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

⼤
津

、
德

⽥
健

康
・

医
療

に
係

る
事

例
紹

介
(1

)
予

習
60

分
：

授
業

内
で

指
⽰

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

⼤
津

、
德

⽥
健

康
医

療
デ

ー
タ

に
お

け
る

ET
L(

3)
予

習
60

分
：

授
業

内
で

指
⽰

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

⼤
津

、
德

⽥
健

康
医

療
デ

ー
タ

に
お

け
る

ET
L(

2)
予

習
60

分
：

授
業

内
で

指
⽰

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

⼤
津

、
德

⽥
健

康
医

療
に

お
い

て
デ

ー
タ

は
ど

の
よ

う
に

収
集

さ
れ

る
の

か
？

現
状

と
課

題
予

習
60

分
：

授
業

内
で

指
⽰

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

⼤
津

、
德

⽥
臨

床
評

価
と

統
計

的
有

意
の

違
い

予
習

60
分

：
授

業
内

で
指

⽰
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

⼤
津

、
德

⽥
Fi

t-f
or

-p
ur

po
se

と
は

な
に

か
？

(2
)

予
習

60
分

：
授

業
内

で
指

⽰
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

⼤
津

、
德

⽥
Fi

t-f
or

-p
ur

po
se

と
は

な
に

か
？

(1
)

予
習

60
分

：
授

業
内

で
指

⽰
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

授
業

計
画 ⼤

津
、

德
⽥

医
学

研
究

に
な

ぜ
統

計
学

が
必

要
か

予
習

60
分

：
授

業
内

で
指

⽰
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

⼤
津

、
德

⽥
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

担
当

者
授

業
内

容
予

習
・

復
習

・
レ

ポ
ー

ト
課

題
等

と
学

習
時

間

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
1
2
－
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備
考

各
⾃

PC
を

持
参

す
る

こ
と

。

・
M
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そ
の

他

連
絡

先
・

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
初

回
の

講
義

に
て

連
絡

す
る

。
事

前
メ

ー
ル

に
て

随
時

対
応

。

そ
の

他

連
絡

先
・

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
初

回
の

講
義

に
て

連
絡

す
る

。
事

前
メ

ー
ル

に
て

随
時

対
応

。

備
考

各
⾃

PC
を

持
参

す
る

こ
と

。

講
義

内
で

課
す

課
題

レ
ポ

ー
ト

に
つ

い
て

は
必

要
に

応
じ

て
講

義
内

や
Te

am
s等

で
解

説
を

⾏
う

。

テ
キ

ス
ト

書
名

著
者

出
版

社
IS

BN
備

考

参
考

⽂
献

超
⼊

⾨
! す

べ
て

の
医

療
従

事
者

の
た

め
の

Rs
tu

di
oで

は
じ

め
る

医
療

統
計

笹
渕

 裕
介

, ⼤
野

 幸
⼦

, 
橋

本
 洋

平
, ⽯

丸
 美

穂
⾦

芳
堂

IS
BN

-1
0：

47
65

31
80

60

履
修

上
の

注
意

、
履

修
要

件
特

に
な

し

授
業

科
⽬

の
概

要

保
健

衛
⽣

や
公

衆
衛

⽣
デ

ー
タ

等
の

分
析

で
⽤

い
ら

れ
る

代
表

的
な

統
計

解
析

⼿
法

の
実

践
や

数
理

的
な

背
景

の
理

解
を

深
め

る
た

め
に

、
統

計
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

⽤
い

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

を
⾏

う
。

本
演

習
で

は
、

統
計

解
析

⼿
法

の
特

徴
や

実
装

に
つ

い
て

実
デ

ー
タ

解
析

を
通

じ
て

学
び

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

を
⽤

い
て

数
理

的
な

特
徴

を
理

解
す

る
こ

と
を

⽬
的

と
す

る
。

t検
定

や
χ

2乗
検

定
等

の
検

定
、

線
形

回
帰

や
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

等
の

回
帰

分
析

、
カ

プ
ラ

ン
・

マ
イ

ヤ
ー

法
、

ロ
グ

ラ
ン

ク
検

定
、

Co
x回

帰
モ

デ
ル

等
の

⽣
存

時
間

解
析

等
の

実
践

と
、

検
定

や
推

定
の

特
徴

の
理

解
や

そ
れ

に
関

連
し

た
サ

ン
プ

ル
サ

イ
ズ

設
計

等
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

実
験

に
よ

り
⾏

う
等

、
実

デ
ー

タ
解

析
と

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

実
験

等
を

通
じ

て
保

健
衛

⽣
デ

ー
タ

解
析

に
つ

い
て

幅
広

く
理

解
す

る
。

到
達

⽬
標

・
統

計
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

⽤
い

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

を
⾏

い
代

表
的

な
統

計
解

析
⼿

法
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
・

統
計

解
析

⼿
法

の
特

徴
や

実
装

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
・

検
定

や
推

定
の

特
徴

の
理

解
す

る
。

・
公

衆
衛

⽣
及

び
健

康
医

療
デ

ー
タ

解
析

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

評
価

基
準

そ
れ

ぞ
れ

の
項

⽬
に

つ
い

て
の

・
理

解
度

を
評

価
す

る
・

実
践

⼒
を

評
価

す
る

・
論

理
的

に
説

明
す

る
⼒

を
評

価
す

る

試
験

・
課

題
に

対
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

⽅
法

成
績

評
価

の
⽅

法

評
価

⽅
法

各
回

の
課

題
レ

ポ
ー

ト
（

10
0%

）
。

15
回

の
課

題
レ

ポ
ー

ト
の

平
均

点
に

よ
り

評
価

す
る

。

担
当

教
員

坂
巻

顕
太

郎
、

德
⽥

慶
太

授
業

概
要

代
表

教
員

坂
巻

顕
太

郎
単

位
数

1単
位

（
選

択
）

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

、
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

と
の

関
連

学
部

Ｄ
Ｐ

-ⓓ
、

ⓔ
、

ⓕ

（
兼

任
教

員
担

当
の

た
め

シ
ラ

3年
開

講
学

期
後

期

代
表

教
員

坂
巻

顕
太

郎
単

位
数

開
講

学
年

3年
開

講
学

期
後

期

1単
位

（
選

択
）
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健
康
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イ
エ
ン
ス
学
部
健
康
デ
ー
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サ
イ
エ
ン
ス
学
科
 
シ
ラ
バ
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科
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名
保

健
衛

⽣
デ

ー
タ

解
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授
業

形
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演
習

健
康
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サ
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エ
ン
ス
学
部
健
康
デ
ー
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サ
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エ
ン
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学
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シ
ラ
バ
ス

科
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名
健

康
医

療
デ

ー
タ

解
析

Ⅱ
授

業
形

態
演

習

担
当

教
員

坂
巻

顕
太

郎

授
業

概
要

授
業

科
⽬

の
概

要

健
康

医
療

デ
ー

タ
の

分
析

で
⽤

い
ら

れ
る

代
表

的
な

統
計

解
析

⼿
法

の
実

践
や

数
理

的
な

背
景

の
理

解
を

深
め

る
た

め
に

、
統

計
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

⽤
い

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

を
⾏

う
。

本
演

習
で

は
、

統
計

解
析

⼿
法

の
特

徴
や

実
装

に
つ

い
て

実
デ

ー
タ

解
析

を
通

じ
て

学
び

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

を
⽤

い
て

数
理

的
な

特
徴

を
理

解
す

る
こ

と
を

⽬
的

と
す

る
。

t検
定

や
χ

2乗
検

定
等

の
検

定
、

線
形

回
帰

や
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

等
の

回
帰

分
析

、
カ

プ
ラ

ン
・

マ
イ

ヤ
ー

法
、

ロ
グ

ラ
ン

ク
検

定
、

Co
x回

帰
モ

デ
ル

等
の

⽣
存

時
間

解
析

等
の

実
践

と
、

検
定

や
推

定
の

特
徴

の
理

解
や

そ
れ

に
関

連
し

た
サ

ン
プ

ル
サ

イ
ズ

設
計

等
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

実
験

に
よ

り
⾏

う
等

、
実

デ
ー
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解

析
と

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

実
験

等
を

通
じ

て
健

康
医

療
デ

ー
タ

解
析

に
つ

い
て

幅
広

く
理

解
す

る
。

到
達

⽬
標

・
代

表
的

な
統

計
解

析
⼿

法
が

で
き

る
よ

う
に

な
る
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・

統
計

解
析

⼿
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特
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や
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装
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つ

い
て
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・

検
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特
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デ
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シ
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関
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ⓕ
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⼒
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⽅
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ポ
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て

は
必
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講
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内

や
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で
解
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を

⾏
う

。
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丸
 美

穂
⾦

芳
堂

IS
BN

-1
0：

47
65

31
80

60

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
1
3
－



授
業

回
授

業
回

1
1

2
2

3
3

4
4

5
5

6
6

7
7

8
8

9
9

10
10

11
11

12
12

13
13

14
14

15
15

坂
巻

、
德

⽥
サ

ン
プ

ル
サ

イ
ズ

設
計

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

、
德

⽥
全

体
の

ま
と

め
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

顕
太

郎
全

体
の

ま
と

め
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

、
德

⽥
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
実

験
の

基
本

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

、
德

⽥
Co

x回
帰

モ
デ

ル
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

、
德

⽥
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
実

験
に

よ
る

統
計

モ
デ

ル
の

評
価

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

、
德

⽥
⼀

般
化

線
形

モ
デ

ル
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

、
德

⽥
線

形
回

帰
モ

デ
ル

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

、
德

⽥
⽣

存
時

間
解

析
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

、
德

⽥
変

数
選

択
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

、
德

⽥
⼀

次
元

の
デ

ー
タ

の
可

視
化

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

、
德

⽥
tid

yv
er

se
の

利
⽤

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

、
德

⽥
群

間
⽐

較
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

、
德

⽥
多

次
元

の
デ

ー
タ

の
可

視
化

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

、
德

⽥
デ

ー
タ

ハ
ン

ド
リ

ン
グ

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

、
德

⽥
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
基

本
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

担
当

者
授

業
内

容
予

習
・

復
習

・
レ

ポ
ー

ト
課

題
等

と
学

習
時

間

授
業

計
画

授
業

計
画

担
当

者
授

業
内

容
予

習
・

復
習

・
レ

ポ
ー

ト
課

題
等

と
学

習
時

間

坂
巻

顕
太

郎
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
基

本
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

顕
太

郎
デ

ー
タ

ハ
ン

ド
リ

ン
グ

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

顕
太

郎
tid

yv
er

se
の

利
⽤

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

顕
太

郎
⼀

次
元

の
デ

ー
タ

の
可

視
化

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

顕
太

郎
多

次
元

の
デ

ー
タ

の
可

視
化

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

顕
太

郎
群

間
⽐

較
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

顕
太

郎
線

形
回

帰
モ

デ
ル

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

顕
太

郎
⼀

般
化

線
形

モ
デ

ル
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

顕
太

郎
変

数
選

択
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

顕
太

郎
⽣

存
時

間
解

析
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

顕
太

郎
Co

x回
帰

モ
デ

ル
予

習
60

分
：

テ
キ

ス
ト

の
該

当
箇

所
を

あ
ら

か
じ

め
読

む
復

習
60

分
：

授
業

内
容

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

出
題

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

坂
巻

顕
太

郎
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
実

験
の

基
本

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

顕
太

郎
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
実

験
に

よ
る

統
計

モ
デ

ル
の

評
価

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

坂
巻

顕
太

郎
サ

ン
プ

ル
サ

イ
ズ

設
計

予
習

60
分

：
テ

キ
ス

ト
の

該
当

箇
所

を
あ

ら
か

じ
め

読
む

復
習

60
分

：
授

業
内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
出

題
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

－
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見
（
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連
絡

先
・

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
初

回
の

講
義

に
て

連
絡

す
る

。
事

前
メ

ー
ル

に
て

随
時

対
応

。

備
考

そ
の

他

Ha
nd

bo
ok

 o
f F

un
ct

io
na

l M
RI

 
Da

ta
 A

na
lys

is

Ru
ss

el
l A

. P
ol

dr
ac

k 
 (著

), 
Je

an
et

te
 A

. M
um

fo
rd

 (著
), 

Th
om

as
 E

. N
ich

ol
s 

(著
)

Ca
m

br
id

ge
 U

ni
ve

rs
ity

 P
re

ss
IS

BN
-1

0 
  : 

  0
52

15
17

66
4

IS
BN

-1
3 

  : 
  9

78
-0

52
15

17
66

9

fM
RI

解
析

の
導

⼊
や

⼿
法

を
初

⼼
者

に
も

わ
か

り
や

す
く

実
践

的
に

解
説

す
ぐ

で
き

る
VB

M
: 精

神
・

神
経

疾
患

の
脳

画
像

解
析

 S
PM

12
対

応
 D

VD
付

根
本

清
貴

  (
著

), 
笠

井
清

登
(監

修
), 

⻘
⽊

茂
樹

(監
修

)
学

研
メ

デ
ィ

カ
ル

秀
潤

社
IS

BN
-1

0 
  : 

  4
78

09
08

83
3

IS
BN

-1
3 

  : 
  9

78
-4

78
09

08
83

1

脳
を

例
と

し
て

医
療

画
像

解
析

を
初

め
て

⾏
う

⼈
で

も
わ

か
る

よ
う

に
イ

ン
ス

ト
ー

ル
や

基
本

動
作

か
ら

解
説

参
考

⽂
献

特
に

な
し

⼊
⾨

UN
IX

シ
ェ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

―
シ

ェ
ル

の
基

礎
か

ら
学

ぶ
UN

IX
の

世
界

ブ
ル

ー
ス

・
ブ

リ
ン

(著
)、

⼭
下

 
哲

典
 (翻

訳
)

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
IS

BN
-1

0 
  : 

  4
79

73
21

94
6

IS
BN

-1
3 

  : 
  9

78
-4

79
73

21
94

4

初
⼼

者
に

も
わ

か
る

よ
う

に
シ

ェ
ル

の
使

い
⽅

と
シ

ェ
ル

ス
ク

リ
プ

ト
の

書
き

⽅
を

や
さ

し
く

解
説

書
名

著
者

出
版

社
IS

BN
備

考

試
験

・
課

題
に

対
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

⽅
法

課
題

レ
ポ

ー
ト

は
、

原
則

と
し

て
コ

メ
ン

ト
を

付
け

て
返

却
す

る
。

テ
キ

ス
ト

評
価

⽅
法

課
題

レ
ポ

ー
ト

（
10

0％
）

評
価

基
準

課
題

レ
ポ

ー
ト

10
0点

満
点

、
60

点
以

上
を

合
格

と
す

る
。

履
修

上
の

注
意

、
履

修
要

件
選

択
科

⽬
で

あ
る

「
⽣

体
情

報
解

析
基

礎
」

を
履

修
済

み
で

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

必
ず

し
も

履
修

済
み

で
な

く
て

も
良

い
。

成
績

評
価

の
⽅

法

到
達

⽬
標

1）
⽣

体
情

報
解

析
環

境
を

構
築

で
き

る
 

2）
⽣

体
情

報
解

析
の

た
め

の
前

処
理

を
⾏

え
る

 
3）

⽣
体

情
報

解
析

処
理

を
⾏

え
る

 
4）

⽣
体

情
報

解
析

処
理

結
果

を
適

切
に

評
価

し
利

活
⽤

で
き

る

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

、
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

と
の

関
連

学
部

Ｄ
Ｐ

-ⓓ
、

ⓔ
、

ⓕ

授
業

科
⽬

の
概

要

本
演

習
で

は
、

⽣
体

で
得

ら
れ

る
種

々
の

情
報

に
つ

い
て

統
計

解
析

（
画

像
統

計
解

析
を

含
む

）
の

た
め

の
環

境
構

築
、

前
処

理
、

解
析

、
結

果
の

解
釈

と
活

⽤
ま

で
の

解
析

の
⼊

⼝
か

ら
出

⼝
ま

で
の

過
程

を
、

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
形

式
に

よ
る

演
習

で
体

系
的

に
経

験
す

る
こ

と
に

よ
り

、
こ

れ
か

ら
⽣

成
さ

れ
る

保
健

衛
⽣

涼
気

を
含

む
未

知
の

⽣
体

情
報

に
つ

い
て

も
、

⾃
ら

統
計

⼿
法

を
選

択
し

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

に
よ

り
解

析
環

境
を

構
築

し
、

適
切

な
前

処
理

と
解

析
を

⾏
い

、
得

ら
れ

た
結

果
を

評
価

し
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
と

し
て

実
装

し
利

活
⽤

で
き

る
知

識
ス

キ
ル

の
修

得
を

⽬
指

す
。

本
演

習
の

前
半

で
は

定
量

化
さ

れ
た

⽣
体

情
報

の
基

礎
、

種
類

、
適

応
、

取
り

扱
い

の
注

意
点

、
統

計
解

析
の

必
要

性
と

解
析

⽅
法

、
解

析
に

必
要

な
前

処
理

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

技
術

、
統

計
解

析
計

画
、

結
果

の
解

釈
と

活
⽤

に
つ

い
て

具
体

例
を

交
え

て
演

習
を

⾏
う

。
従

来
か

ら
医

療
現

場
で

は
画

像
な

ど
多

く
の

情
報

を
視

察
的

に
評

価
す

る
こ

と
で

定
性

的
に

病
態

評
価

が
な

さ
れ

て
い

る
が

、
最

近
で

は
病

態
を

定
量

的
に

統
計

学
的

⼿
法

を
駆

使
し

て
評

価
す

る
機

運
も

⾼
ま

っ
て

い
る

。
本

演
習

の
後

半
で

は
医

療
⽣

体
情

報
の

定
量

統
計

解
析

の
基

礎
、

種
類

、
適

応
、

必
要

な
前

処
理

、
統

計
処

理
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
、

結
果

の
解

釈
と

利
活

⽤
に

つ
い

て
実

例
を

交
え

て
演

習
し

、
必

要
な

ら
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
指

導
を

⾏
い

つ
つ

、
今

後
の

社
会

的
実

装
に

つ
い

て
の

ス
キ

ル
を

磨
く

。

単
位

数
1単

位
（

選
択

）

担
当

教
員

⻘
⽊

茂
樹

、
下

地
啓

吾

開
講

学
年

3年
開

講
学

期
前

期

（
兼
任
教

員
担
当
の
た
め
シ
ラ
バ
ス
な
し
）

代
表

教
員

⻘
⽊

茂
樹

授
業

概
要

新
旧

健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
 
シ
ラ
バ
ス

科
⽬

名
⽣

体
情

報
解

析
演

習
授

業
形

態
演

習

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
1
5
－



新
旧

授
業

回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
⻘

⽊
、

下
地

ク
ラ

ス
タ

リ
ン

グ
、

M
CM

Cを
⽤

い
た

機
械

学
習

モ
デ

ル
Su

St
aI

nー
Su

sT
aI

nに
よ

る
脳

画
像

を
⽤

い
た

疾
患

サ
ブ

タ
イ

プ
分

類
と

進
⾏

度
予

測

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

。

⻘
⽊

、
下

地
ベ

イ
ズ

統
計

モ
デ

リ
ン

グ
ー

Py
M

C 
(P

yt
ho

nラ
イ

ブ
ラ

リ
)の

導
⼊

ー
マ

ル
コ

フ
連

鎖
モ

ン
テ

カ
ル

ロ
法

(M
CM

C)

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

。

⻘
⽊

、
下

地
ベ

イ
ズ

統
計

モ
デ

リ
ン

グ
ー

ベ
イ

ズ
統

計
の

考
え

⽅
ー

ベ
イ

ズ
推

論

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

。

⻘
⽊

、
下

地
時

系
列

デ
ー

タ
解

析
ー

時
系

列
デ

ー
タ

の
表

現
ー

時
系

列
デ

ー
タ

分
析

(波
形

分
析

な
ど

)ー
モ

デ
リ

ン
グ

と
予

測
ー

医
療

時
系

列
デ

ー
タ

の
分

析
と

予
測

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

、
下

地
Py

th
on

に
よ

る
テ

ー
ブ

ル
デ

ー
タ

機
械

学
習

ー
機

械
学

習
ラ

イ
ブ

ラ
リ

Sc
ik

it-
le

ar
n、

Li
gh

tG
BM

ー
⽣

体
、

医
療

・
保

険
衛

⽣
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

⽤
い

た
分

類
、

回
帰

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

、
下

地
Py

th
on

に
よ

る
統

計
デ

ー
タ

解
析

ー
Ju

py
te

r、
Go

og
le

 C
ol

ab
or

at
or

y環
境

ー
Py

th
on

ラ
イ

ブ
ラ

リ
Nu

m
Py

、
Pa

nd
as

に
よ

る
統

計
デ

ー
タ

の
取

り
扱

い

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

、
下

地
⽣

体
情

報
の

多
変

量
解

析
ー

RS
tu

di
o導

⼊
ー

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
、

重
回

帰
分

析
、

主
成

分
分

析
、

ク
ラ

ス
タ

リ
ン

グ
、

分
散

分
析

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

。

⻘
⽊

、
下

地

⽣
体

情
報

解
析

、
特

に
画

像
解

析
結

果
の

解
釈

と
そ

の
利

活
⽤

定
量

化
に

よ
る

保
健

衛
⽣

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

と
し

て
の

解
析

の
可

能
性

。
解

析
結

果
を

踏
ま

え
た

AI
開

発
、

特
に

画
像

に
お

け
る

教
師

デ
ー

タ
作

成
（

エ
ル

ピ
ク

セ
ル

)、
⾼

速
AI

に
よ

る
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

へ
の

応
⽤

、
実

装
へ

の
応

⽤

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

る
。

復
習

12
0分

：
レ

ポ
ー

ト
課

題
に

つ
い

て
知

識
を

ま
と

め
復

習
す

る

⻘
⽊

、
下

地
⽅

向
を

持
つ

⽣
体

画
像

情
報

の
解

析
−

交
差

線
維

モ
デ

リ
ン

グ
−

 F
SL

を
⽤

い
た

拡
散

M
RI

の
マ

ス
ク

画
像

作
成

、
、

拡
散

M
RI

の
歪

み
と

渦
電

流
の

補
正

、
ric

ia
n 

ノ
イ

ズ
除

去
、

バ
イ

ア
ス

補
正

、
線

維
配

向
分

布
推

定

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

、
下

地
⽣

体
情

報
の

拡
散

医
療

画
像

定
量

解
析

−
RO

I法
−

 
異

⽅
性

度
像

（
FA

像
）

作
成

、
標

準
脳

へ
の

位
置

合
わ

せ
、

マ
ス

ク
像

の
作

成
、

マ
ス

ク
像

の
逆

投
射

、
関

⼼
領

域
の

定
量

値
測

定

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

、
下

地
⽣

体
情

報
の

構
造

M
RI

定
量

解
析

−
VB

M
法

−
FS

Lを
⽤

い
た

不
要

部
分

除
去

処
理

、
標

準
デ

ー
タ

へ
の

位
置

合
わ

せ
、

デ
ー

タ
平

滑
化

、
VB

M
法

に
お

け
る

計
画

⾏
列

と
計

画
対

⽐
の

作
成

、
⼀

般
線

型
モ

デ
ル

と
並

び
替

え
検

定
、

多
数

例
で

の
保

健
衛

⽣
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
と

し
て

の
解

析

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

、
下

地
⽣

体
情

報
の

画
像

構
造

解
析

 
FS

Lを
⽤

い
た

RF
/B

1バ
イ

ア
ス

補
正

、
前

処
理

と
し

て
の

不
要

部
分

除
去

処
理

、
特

定
部

位
の

分
離

処
理

、
Fr

ee
Su

rfe
rを

⽤
い

た
構

造
解

析
、

M
Rt

rix
を

⽤
い

た
⽅

向
を

持
つ

デ
ー

タ
か

ら
の

組
織

の
分

離
処

理

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

、
下

地
⽣

体
情

報
解

析
の

前
処

理
−

形
式

変
換

−
Py

th
on

を
⽤

い
た

DI
CO

M
フ

ァ
イ

ル
の

ソ
ー

ト
処

理
と

NI
fT

I変
換

、
DI

CO
M

形
式

か
ら

NI
fT

I形
式

へ
の

変
換

、
NI

fT
I形

式
か

ら
M

IF
形

式
の

変
換

、
NI

fT
Iフ

ァ
イ

ル
ヘ

ッ
ダ

ー
の

確
認

、
画

像
の

向
き

の
確

認
と

修
正

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

、
下

地
⽣

体
情

報
と

く
に

医
療

画
像

解
析

表
⽰

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

 
M

icr
oD

ico
m

、
M

RI
cr

on
、

M
RI

cr
oG

L、
IT

K-
SN

AP
、

FS
Le

ye
s、

M
RV

ie
w、

Fr
ee

Vi
ew

な
ど

の
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
の

使
い

⽅

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

⻘
⽊

、
下

地
⽣

体
情

報
解

析
の

た
め

の
環

境
構

築
−

解
析

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

導
⼊

−
PC

の
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
、

Rs
tu

di
o、

FS
L、

Fr
ee

Su
rfe

rの
イ

ン
ス

ト
ー

ル
、

シ
ェ

ル
ス

ク
リ

プ
ト

と
Py

th
on

に
よ

る
仮

想
環

境
構

築
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（

シ
ェ

ル
ス

ク
リ

プ
ト

）
に

よ
る

フ
ァ

イ
ル

操
作

予
習

12
0分

：
資

料
を

読
み

、
関

連
事

項
に

つ
き

we
bで

調
べ

、
指

⽰
に

従
い

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

導
⼊

の
準

備
を

⾏
う

。
復

習
12

0分
：

レ
ポ

ー
ト

課
題

に
つ

い
て

知
識

を
ま

と
め

復
習

す
る

授
業

計
画

担
当

者
授

業
内

容
予

習
・

復
習

・
レ

ポ
ー

ト
課

題
等

と
学

習
時

間

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
1
6
－



健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
部

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
科

履
修

モ
デ

ル
【

医
療

機
関

へ
の

進
路

】
【

資
料

５
】

前
期

単 位
後

期
単 位

前
期

単 位
後

期
単 位

前
期

単 位
後

期
単 位

前
期

単 位
後

期
単 位

現
代

社
会

と
倫

理
2

ス
ポ

ー
ツ

と
現

代
社

会
1

人
間

関
係

論
2

社
会

保
障

社
会

福
祉

論
2

医
療

と
現

代
社

会
1

線
形

代
数

学
（

基
礎

）
2

統
計

学
（

基
礎

）
2

微
分

と
積

分
（

基
礎

）
2

数
理

・
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

2

総
合

英
語

Ⅰ
1

総
合

英
語

Ⅲ
1

中
国

語
Ⅰ

2
中

国
語

Ⅱ
2

総
合

英
語

Ⅱ
1

総
合

英
語

Ⅳ
1

英
語

表
現

Ⅰ
1

英
語

表
現

Ⅱ
1

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
ス

ポ
ー

ツ
実

技
1

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
運

動
方

法
論

1
必

修
1
単

位

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

論
2

文
章

表
現

法
／

論
文

・
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
2

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

概
論

2
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
1

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

1
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅲ
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

演
習

1
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
1

情
報

通
信

の
仕

組
み

2
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
Ⅰ

2

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

2

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

概
論

2
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
演

習
1

微
積

分
学

Ⅰ
2

微
積

分
学

Ⅱ
2

情
報

倫
理

2

線
形

代
数

学
Ⅰ

2
線

形
代

数
学

Ⅱ
2

確
率

と
統

計
Ⅰ

2
確

率
と

統
計

Ⅱ
2

人
体

の
機

能
と

構
造

1
医

療
情

報
学

2
臨

床
医

学
総

論
Ⅱ

2

医
療

概
論

1
臨

床
医

学
総

論
Ⅰ

2

医
療

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

2
生

体
情

報
解

析
基

礎
2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅰ
2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅱ
2

健
康

と
栄

養
・

運
動

2

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

2

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

1
組

み
込

み
シ

ス
テ

ム
2

計
算

科
学

の
応

用
2

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅲ
1

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

1
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
Ⅱ

2

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅳ

1

多
変

量
デ

ー
タ

解
析

1
グ

ラ
フ

理
論

と
最

適
化

1
機

械
学

習
演

習
1

人
工

知
能

演
習

1

統
計

モ
デ

リ
ン

グ
1

機
械

学
習

2
人

工
知

能
2

健
康

医
療

統
計

学
2

健
康

医
療

統
計

学
演

習
1

臨
床

研
究

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
2

医
薬

品
情

報
と

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

2

医
療

デ
ー

タ
解

析
1

保
健

衛
生

デ
ー

タ
解

析
1

医
療

と
健

康
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

2
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
2

保
健

医
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

2
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
論

2

生
体

情
報

解
析

演
習

1

総
合

演
習

2
4

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

2

2
3

2
2

2
2

2
0

1
3

1
3

6
8

専 門 展 開 科 目

総
合

研
究

科
目

区
分

人
間

と
社

会
の

理
解

一 般 教 育 科 目

専 門 基 礎 科 目

専 門 科 目

自
然

科
学

の
理

解

外
国

語
の

理
解 キ
ャ

リ
ア

支
援

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

科
目

数
理

統
計

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

科
目

健
康

医
療

ス
ポ

ー
ツ

科
目

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
目

数
理

統
計

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

健
康

医
療

デ
ー

タ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
科

目 ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

必
修

2
単

位

必
修

4
単

位

必
修

9
単

位

1
年

次
2
年

次
3
年

次

必
修

1
7
単

位

・
必

修
6
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

4
単

位
以

上

4
年

次
＜

履
修

方
法

＞

・
選

択
科

目
か

ら
8
単

位
以

上

・
必

修
4
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

4
単

位
以

上

「
ス

ポ
ー

ツ
と

健
康

」
と

「
キ

ャ
リ

ア
支

援
」

の
選

択
科

目
か

ら
3

単
位

以
上

・
必

修
1
2
単

位
・

「
医

療
経

営
概

論
」

「
健

康
と

情
報

管
理

・
活

用
」

「
医

療
安

全
管

理
論

」
「

衛
生

・
公

衆
衛

生
学

総
論

」
「

医
療

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

」
「

生
体

情
報

解
析

基
礎

」
、

以
上

6
科

目
か

ら
4
単

位
以

上
・

「
健

康
と

栄
養

・
運

動
」

「
ス

ポ
ー

ツ
と

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

「
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
論

」
「

ス
ポ

ー
ツ

と
心

理
」

「
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
」

、
以

上
5
科

目
か

ら
4
単

位
以

上

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
科

目
」

と
「

数
理

統
計

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

」
か

ら
6
単

位
以

上

※
２

・
必

修
9
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

4
単

位
以

上

※
１

※
２

　
「

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

」
を

主
科

目
と

し
て

履
修

す
る

場
合

に
は

、
「

ス
ポ

ー
ツ

の
数

理
科

学
」

「
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

リ
テ

ラ
シ

ー
」

「
ス

ポ
ー

ツ
と

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
」

「
ス

ポ
ー

ツ
と

モ
デ

リ
ン

グ
」

の
8
単

位
を

修
得

し
、

そ
の

ほ
か

の
選

択
科

目
と

「
健

康
医

療
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
」

の
中

か
ら

合
わ

せ
て

1
0
単

位
以

上
修

得

4
5
単

位

4
6
単

位

1
2
7
単

位

卒
業

要
件

単
位

数
：

1
2
7
単

位
以

上

4
2
単

位

4
6
単

位

2
6
単

位

4
0
単

位

1
4
単

位

3
0
単

位

卒
業

研
究

前
後

期
　

計

学
年

計
/
総

合
計

履
修

上
限

単
位

※
１

　
「

健
康

医
療

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

」
を

主
科

目
と

し
て

履
修

す
る

場
合

に
は

、
「

健
康

医
療

統
計

学
」

「
健

康
医

療
統

計
学

演
習

」
「

医
療

デ
ー

タ
解

析
」

「
保

健
衛

生
デ

ー
タ

解
析

」
「

保
健

医
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

」
の

7
単

位
を

修
得

し
、

そ
の

ほ
か

の
選

択
科

目
と

「
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
」

の
中

か
ら

合
わ

せ
て

1
1
単

位
以

上
修

得

・
必

修
6
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

2
単

位
以

上

太
字

：
必

修
科

目

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
1
7
－
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健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
部

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
科

履
修

モ
デ

ル
【

健
康

・
医

療
・

食
品

系
企

業
へ

の
進

路
】

前
期

単 位
後

期
単 位

前
期

単 位
後

期
単 位

前
期

単 位
後

期
単 位

前
期

単 位
後

期
単 位

人
間

関
係

論
2

現
代

の
企

業
経

営
2

現
代

社
会

と
倫

理
2

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
論

2

線
形

代
数

学
（

基
礎

）
2

統
計

学
（

基
礎

）
2

数
学

（
基

礎
）

2

微
分

と
積

分
（

基
礎

）
2

総
合

英
語

Ⅰ
1

総
合

英
語

Ⅲ
1

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅰ

1
I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅲ

1

総
合

英
語

Ⅱ
1

総
合

英
語

Ⅳ
1

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅱ

1
I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅳ

1

英
語

表
現

Ⅰ
1

英
語

表
現

Ⅱ
1

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
ス

ポ
ー

ツ
実

技
1

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
運

動
方

法
論

1
必

修
1
単

位

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

論
2

デ
ィ

ベ
ー

ト
2

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

概
論

2
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
1

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

1
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅲ
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

演
習

1
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
1

情
報

通
信

の
仕

組
み

2
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
Ⅰ

2

情
報

可
視

化
概

論
2

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

概
論

2
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
演

習
1

微
積

分
学

Ⅰ
2

微
積

分
学

Ⅱ
2

情
報

倫
理

2

線
形

代
数

学
Ⅰ

2
線

形
代

数
学

Ⅱ
2

確
率

と
統

計
Ⅰ

2
確

率
と

統
計

Ⅱ
2

人
体

の
機

能
と

構
造

1
医

療
情

報
学

2
臨

床
医

学
総

論
Ⅱ

2

医
療

概
論

1
臨

床
医

学
総

論
Ⅰ

2
健

康
と

情
報

管
理

・
活

用
2

衛
生

・
公

衆
衛

生
学

総
論

2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅰ
2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅱ
2

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

2
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
論

2

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

1
組

み
込

み
シ

ス
テ

ム
2

計
算

科
学

の
応

用
2

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅲ
1

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

1
情

報
可

視
化

演
習

1
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
Ⅱ

2

多
変

量
デ

ー
タ

解
析

1
グ

ラ
フ

理
論

と
最

適
化

1
機

械
学

習
演

習
1

人
工

知
能

演
習

1

統
計

モ
デ

リ
ン

グ
1

機
械

学
習

2
人

工
知

能
2

健
康

医
療

統
計

学
2

健
康

医
療

統
計

学
演

習
1

医
療

と
健

康
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

2
医

薬
品

情
報

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
2

医
療

デ
ー

タ
解

析
1

保
健

衛
生

デ
ー

タ
解

析
1

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

2

保
健

医
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

2

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
2

ス
ポ

ー
ツ

と
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

2

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
1

総
合

演
習

2
4

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

2

2
3

2
0

2
2

2
1

1
5

1
4

4
8

＜
履

修
方

法
＞

科
目

区
分

1
年

次
2
年

次
3
年

次
4
年

次

自
然

科
学

の
理

解
・

必
修

4
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

4
単

位
以

上

「
ス

ポ
ー

ツ
と

健
康

」
と

「
キ

ャ
リ

ア
支

援
」

の
選

択
科

目
か

ら
3

単
位

以
上

・
必

修
6
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

4
単

位
以

上

必
修

2
単

位

一 般 教 育 科 目

人
間

と
社

会
の

理
解

・
選

択
科

目
か

ら
8
単

位
以

上

外
国

語
の

理
解

必
修

9
単

位
専 門 展 開 科 目

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

※
２

キ
ャ

リ
ア

支
援

専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

科
目

・
必

修
9
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

4
単

位
以

上

健
康

医
療

ス
ポ

ー
ツ

科
目

・
必

修
1
2
単

位
・

「
医

療
経

営
概

論
」

「
健

康
と

情
報

管
理

・
活

用
」

「
医

療
安

全
管

理
論

」
「

衛
生

・
公

衆
衛

生
学

総
論

」
「

医
療

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

」
「

生
体

情
報

解
析

基
礎

」
、

以
上

6
科

目
か

ら
4
単

位
以

上
・

「
健

康
と

栄
養

・
運

動
」

「
ス

ポ
ー

ツ
と

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

「
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
論

」
「

ス
ポ

ー
ツ

と
心

理
」

「
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
」

、
以

上
5
科

目
か

ら
4
単

位
以

上

卒
業

研
究

数
理

統
計

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

科
目

必
修

1
7
単

位

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
目

必
修

4
単

位
「

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
目

」
と

「
数

理
統

計
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
」

か
ら

6
単

位
以

上
数

理
統

計
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目

前
後

期
　

計

健
康

医
療

デ
ー

タ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
科

目

※
１

総
合

研
究

・
必

修
6
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

2
単

位
以

上

※
１

　
「

健
康

医
療

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

」
を

主
科

目
と

し
て

履
修

す
る

場
合

に
は

、
「

健
康

医
療

統
計

学
」

「
健

康
医

療
統

計
学

演
習

」
「

医
療

デ
ー

タ
解

析
」

「
保

健
衛

生
デ

ー
タ

解
析

」
「

保
健

医
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

」
の

7
単

位
を

修
得

し
、

そ
の

ほ
か

の
選

択
科

目
と

「
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
」

の
中

か
ら

合
わ

せ
て

1
1
単

位
以

上
修

得

※
２

　
「

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

」
を

主
科

目
と

し
て

履
修

す
る

場
合

に
は

、
「

ス
ポ

ー
ツ

の
数

理
科

学
」

「
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

リ
テ

ラ
シ

ー
」

「
ス

ポ
ー

ツ
と

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
」

「
ス

ポ
ー

ツ
と

モ
デ

リ
ン

グ
」

の
8
単

位
を

修
得

し
、

そ
の

ほ
か

の
選

択
科

目
と

「
健

康
医

療
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
」

の
中

か
ら

合
わ

せ
て

1
0
単

位
以

上
修

得

卒
業

要
件

単
位

数
：

1
2
7
単

位
以

上

学
年

計
/
総

合
計

4
3
単

位
4
3
単

位
2
9
単

位
1
2
単

位
1
2
7
単

位

履
修

上
限

単
位

4
6
単

位
4
6
単

位
4
0
単

位
3
0
単

位

太
字

：
必

修
科

目

－
審
査
意
見
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６
月
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－



健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
部

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
科

履
修

モ
デ

ル
【

ス
ポ

ー
ツ

関
連

企
業

へ
の

進
路

】

前
期

単 位
後

期
単 位

前
期

単 位
後

期
単 位

前
期

単 位
後

期
単 位

前
期

単 位
後

期
単 位

人
間

関
係

論
2

医
療

と
現

代
社

会
1

現
代

社
会

と
倫

理
2

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
論

2

ス
ポ

ー
ツ

と
現

代
社

会
1

線
形

代
数

学
（

基
礎

）
2

統
計

学
（

基
礎

）
2

微
分

と
積

分
（

基
礎

）
2

数
理

・
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

2

総
合

英
語

Ⅰ
1

総
合

英
語

Ⅲ
1

中
国

語
Ⅰ

2
中

国
語

Ⅱ
2

総
合

英
語

Ⅱ
1

総
合

英
語

Ⅳ
1

英
語

表
現

Ⅰ
1

英
語

表
現

Ⅱ
1

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
ス

ポ
ー

ツ
実

技
1

ス
ポ

ー
ツ

と
健

康
運

動
方

法
論

1
必

修
1
単

位

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

論
2

デ
ィ

ベ
ー

ト
2

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

概
論

2
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
1

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

1
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅲ
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

演
習

1
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
1

情
報

通
信

の
仕

組
み

2
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
Ⅰ

2

情
報

可
視

化
概

論
2

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

概
論

2
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
演

習
1

微
積

分
学

Ⅰ
2

微
積

分
学

Ⅱ
2

情
報

倫
理

2

線
形

代
数

学
Ⅰ

2
線

形
代

数
学

Ⅱ
2

確
率

と
統

計
Ⅰ

2
確

率
と

統
計

Ⅱ
2

人
体

の
機

能
と

構
造

1
医

療
情

報
学

2
臨

床
医

学
総

論
Ⅱ

2

医
療

概
論

1
臨

床
医

学
総

論
Ⅰ

2
健

康
と

情
報

管
理

・
活

用
2

医
療

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅰ
2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅱ
2

ス
ポ

ー
ツ

と
科

学
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

2
ス

ポ
ー

ツ
と

心
理

2

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

1
組

み
込

み
シ

ス
テ

ム
2

計
算

科
学

の
応

用
2

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅲ
1

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

1
情

報
可

視
化

演
習

1
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
Ⅱ

2

多
変

量
デ

ー
タ

解
析

1
グ

ラ
フ

理
論

と
最

適
化

1
機

械
学

習
演

習
1

人
工

知
能

演
習

1

統
計

モ
デ

リ
ン

グ
1

機
械

学
習

2
人

工
知

能
2

医
療

と
健

康
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

2
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
2

ス
ポ

ー
ツ

の
数

理
科

学
2

ス
ポ

ー
ツ

と
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

2
ス

ポ
ー

ツ
の

流
体

力
学

2
バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
と

運
動

計
測

1

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
リ

テ
ラ

シ
ー

2
ス

ポ
ー

ツ
と

モ
デ

リ
ン

グ
2

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
2

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
1

総
合

演
習

2
4

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

2

2
3

2
0

2
2

2
1

1
4

1
4

6
7

※
１

　
「

健
康

医
療

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

」
を

主
科

目
と

し
て

履
修

す
る

場
合

に
は

、
「

健
康

医
療

統
計

学
」

「
健

康
医

療
統

計
学

演
習

」
「

医
療

デ
ー

タ
解

析
」

「
保

健
衛

生
デ

ー
タ

解
析

」
「

保
健

医
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

」
の

7
単

位
を

修
得

し
、

そ
の

ほ
か

の
選

択
科

目
と

「
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
」

の
中

か
ら

合
わ

せ
て

1
1
単

位
以

上
修

得

※
２

　
「

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

」
を

主
科

目
と

し
て

履
修

す
る

場
合

に
は

、
「

ス
ポ

ー
ツ

の
数

理
科

学
」

「
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

リ
テ

ラ
シ

ー
」

「
ス

ポ
ー

ツ
と

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
」

「
ス

ポ
ー

ツ
と

モ
デ

リ
ン

グ
」

の
8
単

位
を

修
得

し
、

そ
の

ほ
か

の
選

択
科

目
と

「
健

康
医

療
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
」

の
中

か
ら

合
わ

せ
て

1
0
単

位
以

上
修

得

履
修

上
限

単
位

4
6
単

位
4
6
単

位
4
0
単

位
3
0
単

位
卒

業
要

件
単

位
数

：
1
2
7
単

位
以

上

前
後

期
　

計

学
年

計
/
総

合
計

4
3
単

位
4
3
単

位
2
8
単

位
1
3
単

位
1
2
7
単

位

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
目

必
修

4
単

位
「

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
目

」
と

「
数

理
統

計
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
」

か
ら

6
単

位
以

上
数

理
統

計
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
必

修
9
単

位

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

※
２

・
必

修
6
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

2
単

位
以

上
総

合
研

究
卒

業
研

究

数
理

統
計

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

科
目

必
修

1
7
単

位

キ
ャ

リ
ア

支
援

必
修

2
単

位

専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

科
目

・
必

修
9
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

4
単

位
以

上

健
康

医
療

ス
ポ

ー
ツ

科
目

・
必

修
1
2
単

位
・

「
医

療
経

営
概

論
」

「
健

康
と

情
報

管
理

・
活

用
」

「
医

療
安

全
管

理
論

」
「

衛
生

・
公

衆
衛

生
学

総
論

」
「

医
療

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

」
「

生
体

情
報

解
析

基
礎

」
、

以
上

6
科

目
か

ら
4
単

位
以

上
・

「
健

康
と

栄
養

・
運

動
」

「
ス

ポ
ー

ツ
と

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

「
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
論

」
「

ス
ポ

ー
ツ

と
心

理
」

「
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
」

、
以

上
5
科

目
か

ら
4
単

位
以

上

健
康

医
療

デ
ー

タ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
科

目

※
１

一 般 教 育 科 目

人
間

と
社

会
の

理
解

・
選

択
科

目
か

ら
8
単

位
以

上

外
国

語
の

理
解

・
必

修
6
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

4
単

位
以

上

専 門 展 開 科 目

「
ス

ポ
ー

ツ
と

健
康

」
と

「
キ

ャ
リ

ア
支

援
」

の
選

択
科

目
か

ら
3

単
位

以
上

自
然

科
学

の
理

解
・

必
修

4
単

位
・

選
択

科
目

か
ら

4
単

位
以

上

＜
履

修
方

法
＞

科
目

区
分

1
年

次
2
年

次
3
年

次
4
年

次

太
字

：
必

修
科

目

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
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－



健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
部

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
科

履
修

モ
デ

ル
【

大
学

院
進

学
（

数
理

統
計

分
野

）
へ

の
進

路
】

前
期

単 位
後
期

単 位
前
期

単 位
後
期

単 位
前
期

単 位
後
期

単 位
前
期

単 位
後
期

単 位

人
間
関
係
論

2
現
代
社
会
と
倫
理

2
哲
学
と
科
学

2
科

学
・

技
術

・
社

会
と

環
境

問
題

2

線
形

代
数

学
（

基
礎

）
2

統
計

学
（

基
礎

）
2

微
分
と
積
分
（
基
礎
）

2

数
理
・
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

2

総
合

英
語

Ⅰ
1

総
合

英
語

Ⅲ
1

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅰ

1
I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅲ

1

総
合

英
語

Ⅱ
1

総
合

英
語

Ⅳ
1

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅱ

1
I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅳ

1

英
語

表
現

Ⅰ
1

英
語

表
現

Ⅱ
1

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

ス
ポ

ー
ツ

実
技

1
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
運
動
方
法
論

1
必
修
1
単
位

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

論
2

文
章
表
現
法
／
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方

2

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

概
論

2
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
1

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

1
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅲ
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

演
習

1
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
2

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅰ
2

情
報
可
視
化
概
論

2

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

概
論

2
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
演

習
1

微
積

分
学

Ⅰ
2

微
積

分
学

Ⅱ
2

情
報

倫
理

2

線
形

代
数

学
Ⅰ

2
線

形
代

数
学

Ⅱ
2

確
率

と
統

計
Ⅰ

2
確

率
と

統
計

Ⅱ
2

人
体

の
機

能
と

構
造

1
医

療
情

報
学

2
臨

床
医

学
総

論
Ⅱ

2

医
療

概
論

1
臨

床
医

学
総

論
Ⅰ

2
健
康
と
情
報
管
理
・
活
用

2

医
療
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅰ
2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅱ
2

ス
ポ
ー
ツ
と
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2
ス
ポ
ー
ツ
と
心
理

2

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

1
組

み
込

み
シ

ス
テ

ム
2

計
算
科
学
の
応
用

2

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

1
情
報
可
視
化
演
習

1

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
Ⅳ

1

多
変

量
デ

ー
タ

解
析

1
グ

ラ
フ

理
論

と
最

適
化

1
機

械
学

習
演

習
1

人
工

知
能

演
習

1

統
計

モ
デ

リ
ン

グ
1

機
械

学
習

2
人

工
知

能
2

応
用
統
計

2

健
康
医
療
統
計
学

2
健
康
医
療
統
計
学
演
習

1
臨

床
研

究
と

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

2
医

薬
品

情
報

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
2

医
療
デ
ー
タ
解
析

1
保
健
衛
生
デ
ー
タ
解
析

1

保
健
医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

2

ス
ポ
ー
ツ
の
数
理
科
学

2
ス
ポ
ー
ツ
と
モ
デ
リ
ン
グ

2

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
2

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
1

総
合
演
習

2
4

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

実
践

論
2

2
3

2
0

2
0

2
0

1
7

1
8

3
6

※
１
　
「
健
康
医
療
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
」
を
主
科
目
と
し
て
履
修
す
る
場
合
に
は
、
「
健
康
医
療
統
計
学
」
「
健
康
医
療
統
計
学
演
習
」
「
医
療
デ
ー
タ
解
析
」
「
保
健
衛
生
デ
ー
タ
解
析
」
「
保
健
医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
7
単
位
を
修
得
し
、
そ
の
ほ
か
の
選
択
科
目
と
「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目
」
の
中
か
ら
合
わ
せ
て
1
1
単
位
以
上
修
得

※
２
　
「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
」
を
主
科
目
と
し
て
履
修
す
る
場
合
に
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
数
理
科
学
」
「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
」
「
ス
ポ
ー
ツ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
「
ス
ポ
ー
ツ
と
モ
デ
リ
ン
グ
」
の
8
単
位
を
修
得
し
、
そ
の
ほ
か
の
選
択
科
目
と
「
健
康
医
療
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
科
目
」
の
中
か
ら
合
わ
せ
て
1
0
単
位
以
上
修
得

必
修
4
単
位

履
修
上
限
単
位

4
6
単
位

4
6
単
位

4
0
単
位

3
0
単
位

卒
業
要
件
単
位
数
：
1
2
7
単
位
以
上

前
後
期
　
計

学
年
計
/
総
合
計

4
3
単
位

4
0
単
位

3
5
単
位

9
単
位

1
2
7
単
位

ス
ポ
ー
ツ

デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
科
目

※
２

・
必
修
6
単
位

・
選
択
科
目
か
ら
2
単
位
以
上

総
合
研
究

卒
業

研
究

数
理
統
計

デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
科
目

必
修
9
単
位

専 門 展 開 科 目

数
理
統
計

デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
基
礎

科
目

必
修
1
7
単
位

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
目
」
と
「
数

理
統
計
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科

目
」
か
ら
6
単
位
以
上

キ
ャ
リ
ア
支
援

必
修
2
単
位

専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
基
礎
科
目

・
必
修
9
単
位

・
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上

健
康
医
療
ス

ポ
ー
ツ
科
目

・
必
修
1
2
単
位

・
「
医
療
経
営
概
論
」
「
健
康
と
情
報
管
理
・

活
用
」
「
医
療
安
全
管
理
論
」
「
衛
生
・
公
衆

衛
生
学
総
論
」
「
医
療
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

論
」
「
生
体
情
報
解
析
基
礎
」
、
以
上
6
科
目
か

ら
4
単
位
以
上

・
「
健
康
と
栄
養
・
運
動
」
「
ス
ポ
ー
ツ
と
科

学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

論
」
「
ス
ポ
ー
ツ
と
心
理
」
「
ヘ
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」
、
以
上
5
科
目
か
ら
4
単
位
以
上

健
康
医
療

デ
ー
タ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
科

目

※
１

一 般 教 育 科 目

人
間
と
社
会

の
理
解

・
選
択
科
目
か
ら
8
単
位
以
上

外
国
語
の
理

解
・
必
修
6
単
位

・
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
科
目

「
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
」
と
「
キ
ャ

リ
ア
支
援
」
の
選
択
科
目
か
ら
3

単
位
以
上

自
然
科
学
の

理
解

・
必
修
4
単
位

・
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上

＜
履
修
方
法
＞

科
目
区
分

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

太
字

：
必

修
科

目

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
2
0
－



健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
部

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
科

履
修

モ
デ

ル
【

大
学

院
進

学
（

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
目

分
野

）
へ

の
進

路
】

前
期

単 位
後
期

単 位
前
期

単 位
後
期

単 位
前
期

単 位
後
期

単 位
前
期

単 位
後
期

単 位

医
療
と
現
代
社
会

1
現
代
社
会
と
倫
理

2
法
と
社
会

2
現
代
の
企
業
経
営

2

ス
ポ
ー
ツ
と
現
代
社
会

1

線
形

代
数

学
（

基
礎

）
2

統
計

学
（

基
礎

）
2

微
分
と
積
分
（
基
礎
）

2

数
理
・
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

2

総
合

英
語

Ⅰ
1

総
合

英
語

Ⅲ
1

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅰ

1
I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅲ

1

総
合

英
語

Ⅱ
1

総
合

英
語

Ⅳ
1

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅱ

1
I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅳ

1

英
語

表
現

Ⅰ
1

英
語

表
現

Ⅱ
1

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

ス
ポ

ー
ツ

実
技

1
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
運
動
方
法
論

1
必
修
1
単
位

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

論
2

文
章
表
現
法
／
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方

2

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

概
論

2
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
1

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

1
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅲ
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

演
習

1
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
2

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅰ
2

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

概
論

2
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
演

習
1

微
積

分
学

Ⅰ
2

微
積

分
学

Ⅱ
2

情
報

倫
理

2

線
形

代
数

学
Ⅰ

2
線

形
代

数
学

Ⅱ
2

確
率

と
統

計
Ⅰ

2
確

率
と

統
計

Ⅱ
2

人
体

の
機

能
と

構
造

1
医

療
情

報
学

2
臨

床
医

学
総

論
Ⅱ

2

医
療

概
論

1
臨

床
医

学
総

論
Ⅰ

2
生
体
情
報
解
析
基
礎

2

医
療
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅰ
2

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

Ⅱ
2

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

2
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
論

2

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

1
組

み
込

み
シ

ス
テ

ム
2

計
算
科
学
の
応
用

2
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
Ⅲ

1

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

1
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
Ⅱ

2

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
Ⅳ

1

多
変

量
デ

ー
タ

解
析

1
グ

ラ
フ

理
論

と
最

適
化

1
機

械
学

習
演

習
1

人
工

知
能

演
習

1

統
計

モ
デ

リ
ン

グ
1

機
械

学
習

2
人

工
知

能
2

健
康
医
療
統
計
学

2
健
康
医
療
統
計
学
演
習

1
医

療
と

健
康

の
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
2

医
薬

品
情

報
と

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

2

医
療
デ
ー
タ
解
析

1
保
健
衛
生
デ
ー
タ
解
析

1

保
健
医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

2

ス
ポ
ー
ツ
の
数
理
科
学

2
ス
ポ
ー
ツ
と
モ
デ
リ
ン
グ

2

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
2

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
1

総
合

演
習

2
4

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

実
践

論
2

2
1

2
2

2
0

2
0

1
6

1
8

4
6

専 門 展 開 科 目

総
合
研
究

※
１
　
「
健
康
医
療
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
」
を
主
科
目
と
し
て
履
修
す
る
場
合
に
は
、
「
健
康
医
療
統
計
学
」
「
健
康
医
療
統
計
学
演
習
」
「
医
療
デ
ー
タ
解
析
」
「
保
健
衛
生
デ
ー
タ
解
析
」
「
保
健
医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
7
単
位
を
修
得
し
、
そ
の
ほ
か
の
選
択
科
目
と
「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目
」
の
中
か
ら
合
わ
せ
て
1
1
単
位
以
上
修
得

※
２
　
「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
」
を
主
科
目
と
し
て
履
修
す
る
場
合
に
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
数
理
科
学
」
「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
」
「
ス
ポ
ー
ツ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
「
ス
ポ
ー
ツ
と
モ
デ
リ
ン
グ
」
の
8
単
位
を
修
得
し
、
そ
の
ほ
か
の
選
択
科
目
と
「
健
康
医
療
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
科
目
」
の
中
か
ら
合
わ
せ
て
1
0
単
位
以
上
修
得

履
修
上
限
単
位

4
6
単
位

4
6
単
位

4
0
単
位

3
0
単
位

卒
業
要
件
単
位
数
：
1
2
7
単
位
以
上

数
理
統
計

デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
科
目

前
後
期
　
計

学
年
計
/
総
合
計

4
3
単
位

4
0
単
位

3
4
単
位

1
0
単
位

1
2
7
単
位

必
修
4
単
位

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
目
」
と
「
数

理
統
計
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科

目
」
か
ら
6
単
位
以
上

必
修
9
単
位

ス
ポ
ー
ツ

デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
科
目

※
２

・
必
修
6
単
位

・
選
択
科
目
か
ら
2
単
位
以
上

卒
業

研
究

数
理
統
計

デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
基
礎

科
目

必
修
1
7
単
位

キ
ャ
リ
ア
支
援

必
修
2
単
位

専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
基
礎
科
目

・
必
修
9
単
位

・
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上

健
康
医
療
ス

ポ
ー
ツ
科
目

・
必
修
1
2
単
位

・
「
医
療
経
営
概
論
」
「
健
康
と
情
報
管
理
・

活
用
」
「
医
療
安
全
管
理
論
」
「
衛
生
・
公
衆

衛
生
学
総
論
」
「
医
療
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

論
」
「
生
体
情
報
解
析
基
礎
」
、
以
上
6
科
目
か

ら
4
単
位
以
上

・
「
健
康
と
栄
養
・
運
動
」
「
ス
ポ
ー
ツ
と
科

学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

論
」
「
ス
ポ
ー
ツ
と
心
理
」
「
ヘ
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」
、
以
上
5
科
目
か
ら
4
単
位
以
上

健
康
医
療

デ
ー
タ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
科

目

※
１

一 般 教 育 科 目

人
間
と
社
会

の
理
解

・
選
択
科
目
か
ら
8
単
位
以
上

外
国
語
の
理

解
・
必
修
6
単
位

・
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
科
目

「
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
」
と
「
キ
ャ

リ
ア
支
援
」
の
選
択
科
目
か
ら
3

単
位
以
上

自
然
科
学
の

理
解

・
必
修
4
単
位

・
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上

＜
履
修
方
法
＞

科
目
区
分

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

太
字

：
必

修
科

目

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
2
1
－



健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
時
間
割
・
使
用
教
室
【
前
期
】

必
修

区
分

前
期

ク ラ ス
授
業
担
当
教
員

教
室

必
修

区
分

前
期

ク ラ ス
授
業
担
当
教
員

教
室

必
修

区
分

前
期

ク ラ ス
授
業
担
当
教
員

教
室

必
修

区
分

前
期

ク ラ ス
授
業
担
当
教
員

教
室

必
修

区
分

前
期

ク ラ ス
授
業
担
当
教
員

教
室

必
修

総
合
英
語
Ⅰ

Ａ
山
本
史
郎

1
号
館

語
学
室
1
（
4
2
人
）

必
修

総
合
英
語
Ⅱ

Ａ
山
形
明
子

1
号
館

語
学
室
1
（
4
2
人
）

必
修

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
概
論

佐
藤
三
久

1
号
館

大
講
義
室
1
（
1
8
7
人
）

必
修

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
演
習

1
/
3

水
野
信
也

1
号
館

小
講
義
室
1
（
7
5
人
）

必
修

総
合
英
語
Ⅰ

Ｂ
豊
島
実
和

1
号
館

語
学
室
2
（
4
2
人
）

必
修

総
合
英
語
Ⅱ

Ｂ
山
本
史
郎

1
号
館

語
学
室
2
（
4
2
人
）

必
修

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
演
習

2
/
3

孫
哲

1
号
館

小
講
義
室
2
（
7
5
人
）

必
修

総
合
英
語
Ⅰ

Ｃ
山
形
明
子

1
号
館

語
学
室
3
（
4
2
人
）

必
修

総
合
英
語
Ⅱ

Ｃ
豊
島
実
和

1
号
館

語
学
室
3
（
4
2
人
）

必
修

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
演
習

3
/
3

德
田
慶
太

1
号
館

ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
教
室
(
1
1
9
人
）

必
修

臨
床
医
学
総
論
Ⅰ

(
オ
ム
ニ
バ
ス
)

西
澤
光
生
、
下
地
啓
五

2
号
館

大
講
義
室
2
（
1
8
0
人
）

衛
生
・
公
衆
衛
生
学
総
論

松
川
岳
久

2
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
0
人
）

健
康
と
栄
養
運
動

(
オ
ム
ニ
バ
ス
)

髙
橋
徳
江
、
大
西
朋

2
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
0
人
）

中
国
語
Ⅰ

欒
殿
武

1
号
館

語
学
室
1
（
4
2
人
）

フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ

森
真
太
郎

1
号
館

語
学
室
2
（
4
2
人
）

3
年

医
療
安
全
管
理
論

塚
尾
浩

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

保
健
医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

水
野
信
也

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

健
康
医
療
統
計
学

坂
巻
顕
太
郎

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

4
年

必
修

卒
業
研
究

全
専
任
教
員
(
准
教
授
以
上
)

（
除
山
本
、
満
塩
）

2
号
館

ｾ
ﾞ
ﾐ
･
学
生
研
究
室
1
～
1
1

演
習
室
1
～
7

P
C
演
習
室
（
4
5
人
）

必
修

卒
業
研
究

全
専
任
教
員
(
准
教
授
以
上
)

（
除
山
本
、
満
塩
）

2
号
館

ｾ
ﾞ
ﾐ
･
学
生
研
究
室
1
～
1
1

演
習
室
1
～
7

P
C
演
習
室
（
4
5
人
）

科
学
と
哲
学

柿
沼
美
穂

1
号
館
中
講
義
室
1
（
1
2
1

人
）

さ
く
ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
5
0
1
室

（
1
2
2
名
）

人
間
関
係
論

山
本
こ
の
み

1
号
館
中
講
義
室
1
（
1
2
1

人
）

さ
く
ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
5
0
1
室

（
1
2
2
名
）

現
代
社
会
と
倫
理

長
沼
淳

1
号
館
中
講
義
室
2
（
1
2
1

人
）

さ
く
ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
4
0
1
室

（
2
4
3
名
）

世
界
の
人
権
問
題

覚
正
豊
和

1
号
館
中
講
義
室
2
（
1
2
1

人
）

さ
く
ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
4
0
1
室

（
2
4
3
名
）

1
年

必
修

ス
ポ
ー
ツ
実
技

門
屋
悠
香

浦
安
・
日
の
出
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ

運
動
施
設

さ
く
ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
体
育

館
、
屋
外
運
動
施
設

必
修

ス
ポ
ー
ツ
実
技

門
屋
悠
香

浦
安
・
日
の
出
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ

運
動
施
設

さ
く
ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
体
育

館
、
屋
外
運
動
施
設

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅰ

Ａ
山
本
史
郎

1
号
館

語
学
室
1
（
4
2
人
）

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅱ

Ａ
山
形
明
子

1
号
館

語
学
室
1
（
4
2
人
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ

佐
藤
三
久

2
号
館

中
講
義
室
3
（
1
6
0
人
）

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅰ

Ｂ
豊
島
実
和

1
号
館

語
学
室
2
（
4
2
人
）

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅱ

Ｂ
山
本
史
郎

1
号
館

語
学
室
2
（
4
2
人
）

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅰ

Ｃ
山
形
明
子

1
号
館

語
学
室
3
（
4
2
人
）

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅱ

Ｃ
豊
島
実
和

1
号
館

語
学
室
3
（
4
2
人
）

3
年

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
Ⅰ

小
泉
和
之

2
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
0
人
）

必
修

組
み
込
み
シ
ス
テ
ム

佐
藤
三
久

2
号
館

大
講
義
室
2
（
1
8
0
人
）

情
報
可
視
化
演
習

(
オ
ム
ニ
バ
ス
)

姫
野
龍
太
郎
、
孫
哲

2
号
館

P
C
演
習
室
（
4
5
人
）

4
年

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
Ⅲ

1
/
2

(
オ
ム
ニ
バ
ス
)

加
藤
雅
彦
、
田
辺
瑠
偉

2
号
館

演
習
室
7
（
4
0
人
）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
Ⅲ

2
/
2

(
オ
ム
ニ
バ
ス
)

加
藤
雅
彦
、
田
辺
瑠
偉

2
号
館

演
習
室
7
（
4
0
人
）

数
学
（
基
礎
）

大
橋
真
也

1
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
1
人
）

微
分
と
積
分
（
基
礎
）

小
泉
和
之

1
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
1
人
）

必
修

微
積
分
学
Ⅰ

小
泉
和
之

1
号
館

大
講
義
室
1
（
1
8
7
人
）

必
修

線
形
代
数
学
Ⅰ

中
村
知
繁

1
号
館

大
講
義
室
1
（
1
8
7
人
）

生
物
学
（
基
礎
）

浅
井
孝
夫

1
号
館

小
講
義
室
1
（
7
5
人
）

物
理
学
（
基
礎
）

姫
野
龍
太
郎

1
号
館

小
講
義
室
2
（
7
5
人
）

必
修

情
報
倫
理

満
塩
尚
史

2
号
館

大
講
義
室
2
（
1
8
0
人
）

必
修

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
Ⅱ

1
/
3

孫
哲

2
号
館

演
習
室
1
（
4
0
人
）

医
療
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
論

田
村
潤

2
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
0
人
）

医
療
経
営
概
論

福
永
肇

2
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
0
人
）

必
修

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

演
習

1
/
3

姫
野
龍
太
郎

2
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
0
人
）

必
修

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
Ⅱ

2
/
3

中
村
知
繁

2
号
館

演
習
室
2
（
4
0
人
）

必
修

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

演
習

2
/
3

大
津
洋

1
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
1
人
）

必
修

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
Ⅱ

3
/
3

水
野
信
也

2
号
館

演
習
室
3
（
4
0
人
）

必
修

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

演
習

3
/
3

小
泉
知
之

1
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
1
人
）

3
年

必
修

機
械
学
習

橋
本
泰
一

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

生
体
情
報
解
析
演
習

1
/
2

下
地
啓
五

2
号
館

P
C
演
習
室
（
4
5
人
）

必
修

グ
ラ
フ
理
論
と
最
適
化

1
/
2

水
野
信
也

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

必
修

グ
ラ
フ
理
論
と
最
適
化

2
/
2

生
田
目
崇

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

生
体
情
報
解
析
演
習

2
/
2

青
木
茂
樹
、
下
地
啓
吾

2
号
館

P
C
演
習
室
（
4
5
人
）

4
年

臨
床
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス

大
津
洋

2
号
館

小
講
義
室
4
（
8
0
人
）

医
療
と
健
康
の
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス

坂
巻
顕
太
郎

2
号
館

小
講
義
室
4
（
8
0
人
）

1
年

数
理
・
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

中
村
知
繁

1
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
1
人
）

必
修

確
率
と
統
計
Ⅰ

大
橋
真
也

1
号
館

大
講
義
室
1
（
1
8
7
人
）

必
修

統
計
学
（
基
礎
）

坂
巻
顕
太
郎

1
号
館

大
講
義
室
1
（
1
8
7
人
）

2
年

情
報
通
信
の
仕
組
み

佐
藤
三
久

2
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
0
人
）

必
修

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
Ⅰ

(
オ
ム
ニ
バ
ス
・
共
同
)

廣
津
信
義
、
山
中
航
、
大
田

穂
、
中
西
唯
公

2
号
館

大
講
義
室
2
（
1
8
0
人
）

ス
ポ
ー
ツ
と
科
学
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

山
田
泰
行

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

鈴
木
美
奈
子
、
島
内
憲
夫

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

3
年

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
論

佐
藤
三
久

2
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
0
人
）

ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
リ
テ
ラ

シ
ー

鈴
木
宏
哉

2
号
館

中
講
義
室
3
（
1
6
0
人
）

ス
ポ
ー
ツ
の
数
理
科
学

廣
津
信
義

2
号
館

中
講
義
室
4
（
1
6
0
人
）

4
年

ス
ポ
ー
ツ
の
流
体
力
学

姫
野
龍
太
郎

2
号
館

小
講
義
室
3
（
8
0
人
）

法
と
社
会

後
藤
新

1
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
1
人
）

社
会
学

渡
正

1
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
1
人
）

企
業
と
会
計

田
中
敏
行

1
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
1
人
）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
論

佐
藤
研
一

1
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
1
人
）

必
修

英
語
表
現
Ⅰ

Ａ
豊
島
実
和

1
号
館

語
学
室
1
（
4
2
人
）

必
修

線
形
代
数
学
（
基
礎
）

中
村
知
繁

1
号
館

中
講
義
室
1
（
1
2
1
人
）

必
修

英
語
表
現
Ⅰ

Ｂ
山
形
明
子

1
号
館

語
学
室
2
（
4
2
人
）

必
修

英
語
表
現
Ⅰ

Ｃ
山
本
史
郎

1
号
館

語
学
室
3
（
4
2
人
）

2
年

必
修

医
療
情
報
学

青
木
茂
樹

杉
村
雅
文

2
号
館

中
講
義
室
3
（
1
6
0
人
）

デ
ィ
ベ
ー
ト

福
田
健
一

2
号
館

小
講
義
室
4
（
8
0
人
）

3
年

医
療
デ
ー
タ
解
析

1
/
2

德
田
慶
太

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

医
療
デ
ー
タ
解
析

2
/
2

大
津
洋

2
号
館

中
講
義
室
2
（
1
2
0
人
）

必
修

人
工
知
能
演
習

Ａ
橋
本
泰
一

2
号
館

ゼ
ミ
室
5
（
4
0
人
）

必
修

人
工
知
能
演
習

Ｂ
中
村
知
繁

2
号
館

ゼ
ミ
室
6
（
4
0
人
）

必
修

人
工
知
能
演
習

Ｃ
孫
哲

2
号
館

ゼ
ミ
室
7
（
4
0
人
）

1
～
4
年

4
時
限
（
1
4
：
4
0
～
1
6
：
1
0
）

5
時
限
（
1
6
：
2
0
～
1
7
：
5
0
）

金月

1
時
限
（
9
：
0
0
～
1
0
：
3
0
）

2
時
限
（
1
0
：
4
0
～
1
2
：
1
0
）

3
時
限
（
1
3
：
0
0
～
1
4
：
3
0
）

曜
日

学
年

水

1
年

1
年

2
年

火

※
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
夏
季
休
業
中
に
開
講

1
年

1
～
4
年

2
年

2
年

木

4
年

【
資
料
６
】

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
2
2
－

Moriyama Shintaro
テキストボックス
【別添資料６】



健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
部

健
康

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
科

時
間

割
・

使
用

教
室

【
後

期
】

必
修

区
分

前
期

ク ラ ス
授

業
担

当
教

員
教

室
必

修
区

分
前

期
ク ラ ス

授
業

担
当

教
員

教
室

必
修

区
分

前
期

ク ラ ス
授

業
担

当
教

員
教

室
必

修
区

分
前

期
ク ラ ス

授
業

担
当

教
員

教
室

必
修

区
分

前
期

ク ラ ス
授

業
担

当
教

員
教

室

必
修

総
合

英
語

Ⅲ
Ａ

豊
島

実
和

1
号

館
語

学
室

1
（

4
2
人

）
必

修
総

合
英

語
Ⅳ

Ａ
山

形
明

子
1
号

館
語

学
室

1
（

4
2
人

）
必

修
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
1
/
3

德
田

慶
太

2
号

館
演

習
室

1
（

4
0
人

）
必

修
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
1
/
2

水
野

信
也

2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）
必

修
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
2
/
2

櫻
井

将
人

2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）

必
修

総
合

英
語

Ⅲ
Ｂ

山
形

明
子

1
号

館
語

学
室

2
（

4
2
人

）
必

修
総

合
英

語
Ⅳ

Ｂ
山

本
史

郎
1
号

館
語

学
室

2
（

4
2
人

）
必

修
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
2
/
3

水
野

信
也

2
号

館
演

習
室

2
（

4
0
人

）

必
修

総
合

英
語

Ⅲ
Ｃ

山
本

史
郎

1
号

館
語

学
室

3
（

4
2
人

）
必

修
総

合
英

語
Ⅳ

Ｃ
豊

島
実

和
1
号

館
語

学
室

3
（

4
2
人

）
必

修
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
3
/
3

孫
哲

2
号

館
演

習
室

3
（

4
0
人

）

情
報

可
視

化
概

論
姫

野
龍

太
郎

2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）
必

修
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
Ⅰ

満
塩

尚
史

2
号

館
大

講
義

室
2
（

1
8
0
人

）
健

康
と

情
報

管
理

・
活

用
岡

田
佐

知
子

2
号

館
中

講
義

室
3
（

1
6
0
人

）
中

国
語

Ⅱ
欒

殿
武

1
号

館
語

学
室

1
（

4
2
人

）

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅱ

森
真

太
郎

1
号

館
語

学
室

2
（

4
2
人

）

3
年

ス
ポ

ー
ツ

と
モ

デ
リ

ン
グ

廣
津

信
義

2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）
健

康
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
実

践
論

青
木

茂
樹

2
号

館
中

講
義

室
4
（

1
6
0
人

）

4
年

必
修

卒
業

研
究

全
専

任
教

員
(
准

教
授

以
上

)
（

除
山

本
、

満
塩

）

2
号

館
ｾ
ﾞ
ﾐ
･
学
生
研
究
室
1
～
1
1

演
習

室
1
～

7
P
C
演

習
室

（
4
5
人

）

必
修

卒
業

研
究

全
専

任
教

員
(
准

教
授

以
上

)
（

除
山

本
、

満
塩

）

2
号

館
ｾ
ﾞ
ﾐ
･
学
生
研
究
室
1
～
1
1

演
習

室
1
～

7
P
C
演

習
室

（
4
5
人

）

心
理

と
行

動
山

本
こ

の
み

1
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
1

人
）

さ
く

ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
5
0
1
室

（
1
2
2
名

）

情
報

社
会

と
人

間
阿

曽
沼

元
博

1
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
1

人
）

さ
く

ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
5
0
1
室

（
1
2
2
名

）

国
際

経
済

論
佐

々
木

優

1
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
1

人
）

さ
く

ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
4
0
1
室

（
2
4
3
名

）

現
代

の
企

業
経

営
平

林
正

樹

1
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
1

人
）

さ
く

ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
4
0
1
室

（
2
4
3
名

）

1
年

ス
ポ

ー
ツ

健
康

運
動

方
法

論
門

屋
悠

香

浦
安

・
日

の
出

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ

運
動

施
設

さ
く

ら
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
体

育
館

、
屋

外
運

動
施

設

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅲ

Ａ
豊

島
実

和
1
号

館
語

学
室

1
（

4
2
人

）
I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅳ

Ａ
山

本
史

郎
1
号

館
語

学
室

1
（

4
2
人

）
必

修
臨

床
医

学
総

論
Ⅱ

(
オ

ム
ニ

バ
ス

)
C
H
R
I
S
T
I
N
A
　

A
N
D
I
C
A
、

下
地

啓
五

、
青

木
茂

樹

2
号

館
大

講
義

室
2
（

1
8
0
人

）

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅲ

Ｂ
山

形
明

子
1
号

館
語

学
室

2
（

4
2
人

）
I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅳ

Ｂ
豊

島
実

和
1
号

館
語

学
室

2
（

4
2
人

）

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅲ

Ｃ
山

本
史

郎
1
号

館
語

学
室

3
（

4
2
人

）
I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
Ⅳ

Ｃ
山

形
明

子
1
号

館
語

学
室

3
（

4
2
人

）

3
年

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

Ⅱ
満

塩
尚

史
2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）
計

算
科

学
の

応
用

佐
藤

三
久

2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）
健

康
医

療
統

計
学

演
習

1
/
2

坂
巻

顕
太

郎
2
号

館
中

講
義

室
4
（

1
6
0
人

）
健

康
医

療
統

計
学

演
習

2
/
2

徳
田

慶
太

2
号

館
中

講
義

室
4
（

1
6
0
人

）

4
年

バ
イ

オ
メ

カ
ニ

ク
ス

と
運

動
計

測
(
オ

ム
ニ

バ
ス

)
姫

野
龍

太
郎

、
孫

哲
2
号

館
P
C
演

習
室

（
4
5
人

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
(
オ

ム
ニ

バ
ス

)
加

藤
雅

彦
、

田
辺

瑠
偉

2
号

館
演

習
室

7
（

4
0
人

）

1
年

文
章

表
現

法
／

論
文

・
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
佐

々
木

文
彦

1
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
1
人

）
必

修
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
論

(
オ

ム
ニ

バ
ス

)
平

林
正

樹
、

道
谷

里
英

2
号

館
大

講
義

室
2
（

1
8
0
人

）

必
修

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅲ

1
/
2

孫
哲

2
号

館
小

講
義

室
3
（

8
0
人

）
必

修
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅲ
2
/
2

徳
田

慶
太

2
号

館
小

講
義

室
3
（

8
0
人

）

必
修

統
計

モ
デ

リ
ン

グ
2
/
2

坂
巻

顕
太

郎
2
号

館
小

講
義

室
4
（

8
0
人

）
必

修
統

計
モ

デ
リ

ン
グ

1
/
2

大
津

洋
2
号

館
小

講
義

室
4
（

8
0
人

）

応
用

統
計

岩
崎

学
2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）
必

修
機

械
学

習
演

習
Ａ

橋
本

泰
一

2
号

館
演

習
室

1
（

4
0
人

）
必

修
総

合
演

習
全

専
任

教
員

(
講

師
以

上
)

※
山

本
、

徳
田

以
外

2
号

館
ｾ
ﾞ
ﾐ
･
学
生
研
究
室
1
～
1
1

演
習

室
1
～

7
P
C
演

習
室

（
4
5
人

）

必
修

総
合

演
習

全
専

任
教

員
(
講

師
以

上
)

※
山

本
以

外

2
号

館
ｾ
ﾞ
ﾐ
･
学
生
研
究
室
1
～
1
1

演
習

室
1
～

7
P
C
演

習
室

（
4
5
人

）

必
修

機
械

学
習

演
習

Ｂ
中

村
知

繁
2
号

館
演

習
室

2
（

4
0
人

）

必
修

機
械

学
習

演
習

Ｃ
孫

哲
2
号

館
演

習
室

3
（

4
0
人

）

4
年

医
薬

品
情

報
と

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

亀
井

淳
三

2
号

館
小

講
義

室
1
（

6
0
人

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
高

橋
哲

也
2
号

館
小

講
義

室
1
（

6
0
人

）

1
年

必
修

医
療

概
論

(
オ

ム
ニ

バ
ス

)
青

木
茂

樹
、

樋
野

興
夫

、
西

澤
光

生
、

C
H
R
I
S
T
I
N
A
　

A
N
D
I
C
A

2
号

館
大

講
義

室
2
（

1
8
0
人

）
必

修
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
概

論
姫

野
龍

太
郎

2
号

館
中

講
義

室
3
（

1
6
0
人

）
必

修
確

率
と

統
計

Ⅱ
大

橋
真

也
2
号

館
大

講
義

室
2
（

1
8
0
人

）
必

修
微

積
分

学
Ⅱ

小
泉

和
之

2
号

館
中

講
義

室
3
（

1
6
0
人

）
必

修
線

形
代

数
学

Ⅱ
中

村
知

繁
2
号

館
中

講
義

室
3
（

1
6
0
人

）

2
年

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅳ

(
オ

ム
ニ

バ
ス

)
佐

藤
三

久
、

孫
哲

2
号

館
中

講
義

室
4
（

1
6
0
人

）
必

修
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
Ⅱ

(
オ

ム
ニ

バ
ス

・
共

同
)

廣
津

信
義

、
山

中
航

、
大

田
穂

、
中

西
唯

公

2
号

館
大

講
義

室
2
（

1
8
0
人

）
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
論

野
川

春
夫

2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）
ス

ポ
ー

ツ
と

心
理

川
田

裕
次

郎
2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）
生

体
情

報
解

析
基

礎
(
オ

ム
ニ

バ
ス

)
西

澤
光

生
、

下
地

啓
五

2
号

館
中

講
義

室
3
（

1
6
0
人

）

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

佐
藤

三
久

2
号

館
中

講
義

室
4
（

1
6
0
人

）

3
年

ス
ポ

ー
ツ

と
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

小
泉

和
之

2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

廣
津

信
義

2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
実

践
論

(
共

同
)

廣
津

信
義

、
室

伏
由

佳
、

武
田

剛
、

竹
澤

稔
裕

2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
論

杉
村

雅
文

2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）

4
年

医
療

と
現

代
社

会
小

林
弘

幸
2
号

館
中

講
義

室
3
（

1
6
0
人

）
科

学
・

技
術

・
社

会
と

環
境

問
題

齊
藤

智
樹

2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）

ス
ポ

ー
ツ

と
現

代
社

会
鈴

木
大

地
2
号

館
中

講
義

室
4
（

1
6
0
人

）
英

語
圏

文
化

と
文

学
山

本
史

郎
2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）

日
本

近
現

代
史

後
藤

新
2
号

館
中

講
義

室
1
（

1
2
0
人

）
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

論
四

方
昌

利
2
号

館
中

講
義

室
3
（

1
2
0
人

）

社
会

保
障

社
会

福
祉

論
和

田
勝

2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）

必
修

英
語

表
現

Ⅱ
Ａ

山
本

史
郎

1
号

館
語

学
室

1
（

4
2
人

）
必

修
人

体
の

機
能

と
構

造

(
オ

ム
ニ

バ
ス

)
青

木
茂

樹
、

下
地

啓
五

、
C
H
R
I
S
T
I
N
A
　

A
N
D
I
C
A
、

柳
田

光
昭

、
岩

渕
和

久
、

山
地

俊
之

2
号

館
大

講
義

室
2
（

1
8
0
人

）

必
修

英
語

表
現

Ⅱ
Ｂ

豊
島

実
和

1
号

館
語

学
室

2
（

4
2
人

）

必
修

英
語

表
現

Ⅱ
Ｃ

山
形

明
子

1
号

館
語

学
室

3
（

4
2
人

）

必
修

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

1
/
2

水
野

信
也

2
号

館
小

講
義

室
3
（

8
0
人

）
必

修
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
2
/
2

大
竹

恒
平

2
号

館
小

講
義

室
3
（

8
0
人

）
必

修
デ

ー
タ

構
造

と
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
1
/
2

水
野

信
也

2
号

館
小

講
義

室
3
（

8
0
人

）
必

修
デ

ー
タ

構
造

と
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
2
/
2

櫻
井

将
人

2
号

館
小

講
義

室
3
（

8
0
人

）

必
修

多
変

量
デ

ー
タ

解
析

2
/
2

小
泉

和
之

2
号

館
小

講
義

室
4
（

8
0
人

）
必

修
多

変
量

デ
ー

タ
解

析
1
/
2

大
津

洋
2
号

館
小

講
義

室
4
（

8
0
人

）

3
年

必
修

人
工

知
能

橋
本

泰
一

2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）

保
健

衛
生

デ
ー

タ
解

析
1
/
2

徳
田

慶
太

2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）
保

健
衛

生
デ

ー
タ

解
析

2
/
2

坂
巻

顕
太

郎
2
号

館
中

講
義

室
2
（

1
2
0
人

）

4
年

4
時

限
（

1
4
：

4
0
～

1
6
：

1
0
）

5
時

限
（

1
6
：

2
0
～

1
7
：

5
0
）

月 火 水

曜
日

学
年

1
時

限
（

9
：

0
0
～

1
0
：

3
0
）

2
時

限
（

1
0
：

4
0
～

1
2
：

1
0
）

3
時

限
（

1
3
：

0
0
～

1
4
：

3
0
）

1
年

1
～

4
年

※
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
は

夏
季

休
業

中
に

開
講

2
年

木

2
年

2
年

3
年

金

2
年

1
年

1
～

4
年

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
2
3
－



選
抜

区
分

ご
と

の
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
と

の
対

応
関

係
表

【
資

料
1
1
】

A
P
①

A
P
②

A
P
③

A
P
④

A
P
⑤

「
仁
」
の
精
神
に
共
感
し
、

豊
か
な
人
間
性
、
協
調
性
を

備
え
、
多
様
な
人
々
と
連
携

し
、
協
働
で
き
る
人

数
理

統
計

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
及

び
そ

れ
ら

を
基

礎
と

し
た

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

に
対

し
関

心
を

持
ち

、
自

ら
積

極
的

に
学

ぶ
意

欲
・

態
度

を
有

し
て

い
る

人

健
康

・
医

療
・

ス
ポ

ー
ツ

領
域

の
発

展
に

広
く

貢
献

し
た

い
と

い
う

意
欲

を
持

つ
人

高
等
学
校
等
に
お
い
て
能
動

的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
修

し
、
入
学
後
の
学
修
に
必
要

な
基
礎
学
力
を
有
す
る
人

基
本
的
生
活
態
度
が
身
に
つ

い
て
お
り
、
心
身
の
健
康
に

気
を
配
れ
る
人

①
学

校
推

薦
型

選
抜

・
大
学
入
学
希
望
理
由
書
及

び
活
動
報
告
書

・
調
査
書

・
面
接
試
験

・
大

学
入

学
希

望
理

由
書

及
び

活
動

報
告

書
・

調
査

書
・

面
接

試
験

・
大

学
入

学
希

望
理

由
書

及
び

活
動

報
告

書
・

調
査

書
・

面
接

試
験

・
調
査
書

・
面
接
試
験

・
小
論
文
試
験

・
調
査
書

・
面
接
試
験

②
帰

国
生

入
試

・
大
学
入
学
希
望
理
由
書
及

び
活
動
報
告
書

・
調
査
書
ま
た
は
成
績
証
明

書 ・
面
接
試
験

・
大

学
入

学
希

望
理

由
書

及
び

活
動

報
告

書
・

調
査

書
ま

た
は

成
績

証
明

書 ・
面

接
試

験

・
大

学
入

学
希

望
理

由
書

及
び

活
動

報
告

書
・

調
査

書
ま

た
は

成
績

証
明

書 ・
面

接
試

験

・
調
査
書
ま
た
は
成
績
証
明

書 ・
語
学
資
格
・
語
学
検
定
試

験
の
成
績

・
面
接
試
験

・
小
論
文
試
験

・
調
査
書

・
面
接
試
験

③
総

合
型

選
抜

・
調
査
書

・
面
接
試
験

・
大
学
入
学
希
望
理
由
書
及

び
活
動
報
告
書

・
調

査
書

・
面

接
試

験
・

大
学

入
学

希
望

理
由

書
及

び
活

動
報

告
書

・
調

査
書

・
面

接
試

験
・

大
学

入
学

希
望

理
由

書
及

び
活

動
報

告
書

・
調
査
書

・
面
接
試
験

・
小
論
文
試
験

・
調
査
書

・
面
接
試
験

④
一

般
選

抜
・
大
学
入
学
希
望
理
由
書

・
調
査
書

・
大

学
入

学
希

望
理

由
書

・
調

査
書

・
個

別
学

力
試

験

・
大

学
入

学
希

望
理

由
書

・
調

査
書

・
調
査
書

・
個
別
学
力
試
験

・
調
査
書

⑤
大

学
共

通
テ

ス
ト

利
用

選
抜

・
大
学
入
学
希
望
理
由
書

・
調
査
書

・
大

学
入

学
希

望
理

由
書

・
調

査
書

・
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

・
大

学
入

学
希

望
理

由
書

・
調

査
書

・
調
査
書

・
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

・
調
査
書

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
2
4
－

Moriyama Shintaro
テキストボックス
【別添資料７】



国
公
立
大
学

私
立
大
学

短
期
大
学

専
門
学
校

就
職

そ
の
他

無
回
答

集
計
ベ
ー
ス

合
計

度
数

8
8
7
8

1
6
5
8
5

9
2
7

2
7
5
7

5
4
5

2
9
6

6
1
9
3
2
9

1
9
3
2
9

行
の

 
N
 
%

4
5
.
9
%

8
5
.
8
%

4
.
8
%

1
4
.
3
%

2
.
8
%

1
.
5
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

受
験
し
た
い
＆
入
学

し
た
い

受
験
し
た
い
＆
入
学

し
た
く
な
い

受
験
し
た
く
な
い
＆

入
学
し
た
い

受
験
し
た
く
な
い
＆

入
学
し
た
く
な
い

無
回
答
/
不
明

合
計

度
数

5
0
8

7
8

6
7
4

2
0
8
6

6
1

3
4
0
7

行
の

 
N
 
%

1
4
.
9
%

2
.
3
%

1
9
.
8
%

6
1
.
2
%

1
.
8
%

1
0
0
.
0
%

度
数

6
0
6

6
3

6
3
8

1
6
0
5

6
0

2
9
7
2

行
の

 
N
 
%

2
0
.
4
%

2
.
1
%

2
1
.
5
%

5
4
.
0
%

2
.
0
%

1
0
0
.
0
%

度
数

6
2
2

9
5

8
1
3

2
2
8
8

6
6

3
8
8
4

行
の

 
N
 
%

1
6
.
0
%

2
.
4
%

2
0
.
9
%

5
8
.
9
%

1
.
7
%

1
0
0
.
0
%

度
数

2
8
9

6
1

3
9
2

1
3
1
8

3
4

2
0
9
4

行
の

 
N
 
%

1
3
.
8
%

2
.
9
%

1
8
.
7
%

6
2
.
9
%

1
.
6
%

1
0
0
.
0
%

度
数

5
2
9

1
0
2

8
9
8

3
4
5
6

6
0

5
0
4
5

行
の

 
N
 
%

1
0
.
5
%

2
.
0
%

1
7
.
8
%

6
8
.
5
%

1
.
2
%

1
0
0
.
0
%

度
数

2
6
4

3
6

6
9
1

3
1
9
3

5
9

4
2
4
3

行
の

 
N
 
%

6
.
2
%

0
.
8
%

1
6
.
3
%

7
5
.
3
%

1
.
4
%

1
0
0
.
0
%

度
数

3
4
7

5
1

8
7
0

3
5
5
6

6
8

4
8
9
2

行
の

 
N
 
%

7
.
1
%

1
.
0
%

1
7
.
8
%

7
2
.
7
%

1
.
4
%

1
0
0
.
0
%

度
数

1
5
4

2
4

3
0
7

9
5
3

1
7

1
4
5
5

行
の

 
N
 
%

1
0
.
6
%

1
.
6
%

2
1
.
1
%

6
5
.
5
%

1
.
2
%

1
0
0
.
0
%

度
数

3
0
3

3
2

5
9
1

2
2
4
9

4
7

3
2
2
2

行
の

 
N
 
%

9
.
4
%

1
.
0
%

1
8
.
3
%

6
9
.
8
%

1
.
5
%

1
0
0
.
0
%

度
数

1
3
5

2
1

3
0
0

9
0
0

1
9

1
3
7
5

行
の

 
N
 
%

9
.
8
%

1
.
5
%

2
1
.
8
%

6
5
.
5
%

1
.
4
%

1
0
0
.
0
%

度
数

1
6
0

2
2

3
2
5

1
0
2
8

3
2

1
5
6
7

行
の

 
N
 
%

1
0
.
2
%

1
.
4
%

2
0
.
7
%

6
5
.
6
%

2
.
0
%

1
0
0
.
0
%

度
数

1
5
7

3
2

2
9
8

1
0
3
2

1
7

1
5
3
6

行
の

 
N
 
%

1
0
.
2
%

2
.
1
%

1
9
.
4
%

6
7
.
2
%

1
.
1
%

1
0
0
.
0
%

度
数

1
1
3

1
5

3
0
7

1
3
7
6

2
9

1
8
4
0

行
の

 
N
 
%

6
.
1
%

0
.
8
%

1
6
.
7
%

7
4
.
8
%

1
.
6
%

1
0
0
.
0
%

度
数

1
6
3

2
5

3
4
3

1
6
9
8

3
4

2
2
6
3

行
の

 
N
 
%

7
.
2
%

1
.
1
%

1
5
.
2
%

7
5
.
0
%

1
.
5
%

1
0
0
.
0
%

度
数

6
8

1
5

1
2
4

4
2
6

1
4

6
4
7

行
の

 
N
 
%

1
0
.
5
%

2
.
3
%

1
9
.
2
%

6
5
.
8
%

2
.
2
%

1
0
0
.
0
%

度
数

3
2

3
6
8

4
4
0

2
1

5
6
4

行
の

 
N
 
%

5
.
7
%

0
.
5
%

1
2
.
1
%

7
8
.
0
%

3
.
7
%

1
0
0
.
0
%

度
数

0
0

0
1

0
1

行
の

 
N
 
%

0
.
0
%

0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

度
数

1
5
2
4

2
3
0

2
8
5
8

1
1
7
2
3

2
5
0

1
6
5
8
5

行
の

 
N
 
%

9
.
2
%

1
.
4
%

1
7
.
2
%

7
0
.
7
%

1
.
5
%

1
0
0
.
0
%

福
祉

系

集
計

ベ
ー

ス

農
・

水
産

系

芸
術

系

国
際

係

総
合

科
学

系

そ
の

他

無
回

答

学
生
確
保
の
見
通
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
　
「
希
望
進
路
と
興
味
の
あ
る
学
問
を
ク
ロ
ス
集

計
し
た
場

合
の

受
験

意
向

あ
り
か

つ
入

学
意

向
あ
り
の

回
答

人
数

」

環
境

系

N
Q
4
 
高
校
卒
業
後
の
進
路
 
(
M
A
)

全
体

全
体

Q
7
&
Q
8
 
順
天
堂
大
学
「
健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
」
受
験
意
向
＆
入

学
意
向

N
Q
5
 
興
味
の
あ
る
学
問
分
野
 
(
M
A
)
情

報
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

系

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
系

医
療

・
保

健
系

医
学

系

理
学

・
工

学
系

人
文

科
学

系

社
会

科
学

系

栄
養

・
家

政
系

教
育

系

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
2
5
－
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年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

20
19

50
16
48

33
.0

20
18

45
41
0

9.
1

20
20

50
20
88

41
.7

20
19

45
20
9

4.
6

20
21

61
15
38

25
.2

20
20

45
23
9

5.
3

20
21

45
33
1

7.
3

年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

20
21

65
76
6

11
.7

年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

20
19

70
41
8

5.
9

20
20

70
35
2

5.
0

年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

20
21

70
31
9

4.
5

20
21

13
0

48
2

3.
7

年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

20
20

85
33
3

3.
9

20
21

27
38
4

14
.2

20
21

85
20
7

2.
4

年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

合
計

20
21

15
46

3.
0

年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

20
18

45
41
0

9.
1

20
19

16
5

22
75

13
.7

年
度

募
集
⼈
数

志
願
者
数

志
願
倍
率

20
20

25
0

30
12

12
.0

20
21

39
41
5

10
.6

20
21

53
7

44
88

8.
4

※
⼤
学
受
験
パ
ス
ナ
ビ
よ
り
、
⼀
般
選
抜
の
合
計

南
⼭
⼤
学
理
⼯
学
部
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

鈴
⿅
医
療
科
学
⼤
学
医
⽤
⼯
学
部
医
療
健
康
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

⼤
阪
⼯
業
⼤
学
情
報
科
学
部
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

他
⼤
学
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
学
部
開
設
後
の
⼀
般
⼊
試
結
果

⻑
崎
⼤
学
情
報
デ
ー
タ
科
学
部
情
報
デ
ー
タ
科
学
科

横
浜
市
⽴
⼤
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

滋
賀
⼤
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

武
蔵
野
⼤
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

中
央
⼤
学
理
⼯
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

⽴
正
⼤
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

【
資

料
6-
1
】

－
審
査
意
見
（
６
月
）
（
資
料
）
－
2
6
－
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 経済産業省委託事業 

平成 30 年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備 

（IT 人材等育成支援のための調査分析事業） 

－ IT 人材需給に関する調査 － 

調査報告書 

2019 年 3 月 

みずほ情報総研株式会社 

－審査意見（６月）（資料）－27－

Moriyama Shintaro
テキストボックス
【資料15】
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「平成 30 年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備（IT 人材等育成支援の

ための調査分析事業）」は、経済産業省からの委託事業として、みずほ情報総研株式会社が

実施したものです。本報告書の引用・転載には、経済産業省の許可が必要です。 
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はじめに 

 

IT 人材は、我が国の IT 産業の産業競争力強化に加えて、企業等における高度な IT 利活

用、デジタルビジネスの進展等を担っている。特に、AI やビッグデータを使いこなし、第

４次産業革命に対応した新しいビジネスの担い手として、付加価値の創出や革新的な効率

化を通じて生産性向上等に寄与できる IT 人材の確保が重要となっている。 

一方で、少子高齢化が進む中、人材確保が難しくなっていることに加えて、技術進展が

進む IT 分野では、需要構造が変化し、人材に求められるスキルや能力が変化するため、需

要構造に対応した IT 人材を確保していくことが求められている。こうした課題に対し、今

後の IT 人材の需要と供給の動向を踏まえ、その確保に向けた方策を検討する必要がある。 

本調査分析では、IT 人材の需給状況を分析するため、最新の統計等を用いるとともに、

IT 人材の生産性のほか、新卒 IT 人材供給、今後の IT 需要構造等を考慮した試算を行った。

その結果によれば、IT 人材の需給の状況や需要と供給の差（需給ギャップ）は、IT 需要の

伸び、生産性上昇等に影響されるほか、IT 需要構造の変化による不足や余剰が生じる可能

性があることが示された。この結果は、今後、必要な IT 人材を確保するためには、単に

IT 人材の数を増やすのではなく、生産性の向上や需要増が予想される先端技術に対応した

人材の育成が重要であることを示唆している。 

また、第４次産業革命の推進において、今後の最重要技術ともいえる AI の担い手であ

る AI 人材の需給の試算を実施した。企業等では、AI の活用によるイノベーションへの取

組が始まる中、その担い手である AI 人材の確保が難しい状況にある。他方、我が国で将

来の AI 人材の需給の見通しは示されておらず、AI 人材確保のための対策が描きにくい状

況にある。こうした課題を踏まえて、本調査分析では、今後の AI 人材の需給を示すこと

でその検討の材料を提供した。 

 

IT の活用は、様々な産業の生産性向上や人口減少時代の社会課題の解決の鍵を握ってい

る。その担い手である IT 人材育成には一定の時間と投資が必要であることを踏まえると、

我が国の IT 人材の確保に向けて有効な取組や施策を迅速に進めていく必要がある。今回の

調査分析が、その取組や施策の一助となることを期待したい。 
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第1章 事業概要 

1. 背景と目的 

(1) 背景 

経済産業省が平成 28年 6月に公表した「IT人材の最新動向と将来推計に関する調査1」

によれば、IT 需要が今後拡大する一方で、我が国の労働人口（特に若年人口）は減少が

見込まれ、IT 人材の需要と供給の差（需給ギャップ）2は、需要が供給を上回り、2030

年には、最大で約 79 万人に拡大する可能性があると試算されている。 

IT 人材は、我が国の IT 産業の産業競争力強化のほか、企業等における高度な IT 利活

用、デジタルビジネスの進展等を担っている。特に AI（Artificial Intellegence：人工知能）

やビッグデータを使いこなし、第４次産業革命に対応した新しいビジネスの担い手とし

て、付加価値の創出や革新的な効率化等により生産性向上等に寄与できる IT 人材の確保

が重要となっている。 

こうした状況を踏まえ、「未来投資戦略 20173（平成 29 年 6 月 9 日閣議決定）」におい

て、第４次産業革命下で求められる人材の必要性・喫緊性を明確化するため、経済産業

省、厚生労働省、文部科学省等が連携して IT 人材需給を把握する仕組みを早期に構築す

ることとされた。 

 

(2) 目的 

上記を踏まえ、本調査分析では、第４次産業革命に対応した IT 人材の需給状況を把握

する手法について検討を行うとともに、各種条件のもとでの試算を行い、その試算結果

を取りまとめた。 

 

  

                                                        
1 経済産業省「IT 人材の最新動向と将来推計に関する調査結果を取りまとめました」 

http://www.meti.go.jp/press/2016/06/20160610002/20160610002.html 
2 本報告書では、需要と供給の差を需給ギャップと略する場合がある。需給ギャップは、需要が供給を上回る（人

材不足）場合と供給が需要を上回る（人材余剰）の場合がある。 
3 未来投資戦略 2017―Society 5.0 の実現に向けた改革― 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/miraitousi2017_t.pdf 

－審査意見（６月）（資料）－31－

http://www.meti.go.jp/press/2016/06/20160610002/20160610002.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/miraitousi2017_t.pdf


2 

2. 実施内容

本調査分析の実施内容を以下に示す。 

(1) 調査および試算に関する業務

前頁の目的を踏まえ、以下の２つの業務を実施した。 

① 委員会の開催及び委員会事務局業務

第４次産業革命による産業構造の変化を踏まえて、IT 人材及び AI 人材の需給につい

て、調査の実施手法や示すべきデータ等を議論するための検討会（IT 人材需給調査に関

する検討会）を開催し、試算手法や試算結果等についての検討及び取りまとめを行った。 

その検討においては、経済産業省が過去に公表した人材需給調査の結果及び手法の特

性等を踏まえて、新たな手法を検討・適用した上で、下記の②の結果を分析し、とりま

とめたほか、議論・検討に必要な各種資料の作成・準備等を行った。 

② 人材需給に関する試算の実施

文部科学省が実施する「学校基本調査」及び厚生労働省が実施する「雇用動向調査」、

総務省が実施する「国勢調査」のデータ等のほか、経済産業省により指定された調査（独

立行政法人情報処理推進機構（IPA）が別途実施した IT 人材に関する調査（以下、「IPA

企業アンケート調査」という。下表参照））の結果等を活用し、IT 人材及び AI 人材の需

要及び供給に関する試算・分析を行った。 

表 1-1 IPA企業アンケート調査4の概要 

実施期間 2018 年 10 月初旬～11 月初旬 

調査対象企業数 

及び回答率 

・IT ベンダー：回答 1,206 社／送付 3,000 社（回答率：40.2％）

・ユーザー企業：回答 967 社／送付 3,000 社（回答率：32.2％）

試算の実施においては、将来（2019～2030 年）に想定される産業の状況を踏まえた需

要を想定し、現在及び将来における IT 人材及び AI 人材の供給についての試算・分析を

行った。 

また、検討会での議論の参考となる関連調査を実施し、必要な資料等を作成した。 

(2) 調査報告書の作成

上記(1)の調査及び試算に関する業務において実施した内容を調査報告書として取り

まとめた。 

4 本調査は、独立行政法人情報処理推進機構（IPA）の「IT 人材動向調査」の一部として実施された。 

－審査意見（６月）（資料）－32－



3 

3. 実施体制

本調査分析の実施体制を図 1-1 に示す。本調査分析は、経済産業省（商務情報政策局 

情報技術利用促進課）からの委託を受けて、以下の体制で実施した。 

図 1-1 実施体制 

図 1-1 の「IT 人材需給調査に関する検討会」の構成員を次頁に示す。また、検討会の

概要は第 6 章に示す。 

経済産業省
商務情報政策局 情報技術利用促進課

みずほ情報総研株式会社
経営・ITコンサルティング部

IT人材需給調査に関する検討会

【調査協力】
独立行政法人 情報処理推進機構

社会基盤センター
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IT 人材需給調査に関する検討会 

構成員名簿5 

 

＜座長＞ 

阿部 正浩 中央大学 経済学部 教授／経済学研究科 委員長 

 

＜構成員＞ 50 音順 

足立 祐子 ガートナージャパン株式会社 

リサーチ＆アドバイザリ部門 CIO リサーチグループ 

ディスティングイッシュト バイス プレジデント アナリスト 

城田 真琴 株式会社野村総合研究所 

デジタル基盤イノベーション本部 デジタル基盤開発部 

リサーチ＆ナビゲートグループ  

グループマネージャー／上級研究員 

杉山  将 理化学研究所 革新知能統合研究センター センター長 

東京大学 大学院新領域創成科学研究科 複雑理工学専攻 教授 

田口  潤 株式会社インプレス IT Leaders 編集部 編集主幹 兼 プロデューサー 

宮川 幸三 立正大学 経済学部 教授 

 

＜オブザーバ＞ 

内閣官房 日本経済再生総合事務局 

総務省 情報流通行政局 

文部科学省 総合教育政策局 

厚生労働省 政策統括官（統計・情報政策、政策評価担当）付 

経済産業省 経済産業政策局 

独立行政法人情報処理推進機構（IPA）社会基盤センター 

 

＜事務局＞ 

経済産業省 商務情報政策局 情報技術利用促進課 

みずほ情報総研株式会社 コンサルティンググループ 経営・IT コンサルティング部 

 
 

                                                        
5 役職は 2019 年 3 月時点のもの。 
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第2章 IT人材需給に関する調査の構成 

本調査では、第４次産業革命に対応した IT 人材の需給状況を把握する手法について検

討を行い、必要な調査及び試算を実施した。 

 

IT 人材の需給状況に関しては、今後、AI、IoT、ビッグデータ等の先端 IT 技術の利活

用に向けた需要が増大することを踏まえ、①IT 人材の総数と合わせて、②IT 人材を「従

来型 IT 人材」及び「先端 IT 人材」に区分した際の需給の試算を実施した。本調査分析

では、①及び②を「IT 人材に関する需給調査」と呼ぶ。 

また、近年、AI 活用の需要が増加し、第４次産業革命に対応した新しいビジネスの担

い手として、今後も AI に関する人材の需要が増加すると見込まれることから、③AI に

関する人材（以下、「AI 人材6」という。）の需給についての試算を実施した。本調査分

析では、③を「AI 人材に関する需給調査」と呼ぶ。 

 

なお、①～③の試算に関しては、試算の実施に必要なデータの一部が存在しない場合

があるほか、今後の様々な環境変化が需給に影響を与えることなどが考えられるが、そ

の変化を定量化することが容易ではないといった理由から、いくつかの前提、仮説・条

件を設けている。こうした仮説・条件に対する考え方は、各章に示した。 

また、③の AI 人材に関する需給調査における AI 人材の一部は、①で試算した IT 人

材、②で試算した高度な IT 人材（先端 IT 人材）に含まれると考えられるが、今回の調

査では、IT 人材に関する需給調査と AI 人材に関する需給調査はそれぞれ別の設問とし

て実施されたことや、AI 人材には、ユーザー企業の事業部門や研究開発部門に属する人

材が含まれることなどから、①、②の人材に③の全ての人材が包含されない点に留意が

必要である。そのため、一部、両者の試算結果の整合が取れない場合がある。 

 

なお、前述のとおり、本調査分析は、一定の仮説・条件に基づくものであるため、今

回適用した仮説・条件等が大きく変化した場合には、試算結果やその解釈も大きく異な

り得る可能性があることにも留意されたい。 

 

  

                                                        
6 本調査における AI 人材の定義については、AI 人材に関する需給調査の章に示す。 
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第3章 IT人材に関する需給調査 

本章では、第 2 章で示した①IT 人材全体数、及び、②従来型 IT 人材／先端 IT 人材に

ついての需給の試算方法および試算結果を示す。 

1. IT 人材全体数に関する需給調査

1.1 IT 人材需給の試算の対象 

我が国の IT 人材としては、図 3-1 に示したように情報サービス・ソフトウェア企業

（Web 企業等を含む）において IT サービスやソフトウェア等の提供を担う人材に加えて、

IT を活用するユーザー企業の情報システム部門の人材、ユーザー企業の情報システム部

門以外の事業部門において IT を高度に活用する人材、さらには IT を利用する一般ユー

ザー等が存在する。 

本調査分析では、平成 27 年国勢調査において IT に関する職業である「システムコン

サルタント・設計者」、「ソフトウェア作成者」、「その他の情報処理・通信技術者」を対

象に試算を実施した。試算の対象とした IT 人材は、主に情報サービス業及びインターネ

ット付随サービス業（IT サービスやソフトウェア等を提供する IT 企業）及び、ユーザ

ー企業（IT を活用する一般企業）の情報システム部門等に属する IT 人材と位置付けら

れる。 

図 3-1 IT 人材の分布と今回の試算の対象とした IT 人材 

（出所）みずほ情報総研作成 

なお、昨今、IT を高度に活用したビジネス（例えばデジタルビジネスなど）をデザイ

ンする人材（上図の現場 IT 人材（デジタル人材））の重要性が注目されているが、こう

▼ 2030年までの試算対象とするIT人材

情報サービス・
ソフトウェア
企業の人材

Web企業の
人材

ユ
ー
ザ
ー
企
業
の

情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
の

人
材

ユ
ー
ザ
ー
企
業
の

情
報
シ
ス
テ
ム
部
門

以
外
の
事
業
部
門
で

Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
人
材

そ
の
他
の
人
材

（
Ｉ
Ｔ
を
利
用
す
る

一
般
ユ
ー
ザ
ー
）情報ｼｽﾃﾑ部門 情報ｼｽﾃﾑ部門以外（事業部門等）

ITベンダー ユーザー企業

■ 現場IT人材（デジタル人材）

ユーザー企業のデジタル化を推進するための
組織（例えば「デジタルビジネス事業部」など）
に所属する人材
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した人材は、国勢調査では、「システムコンサルタント・設計者」、「ソフトウェア作成者」、

「その他の情報処理・通信技術者」と回答していない可能性があり、本調査の直接的な

調査対象とは位置づけられていない点に留意が必要である。 

－審査意見（６月）（資料）－37－
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1.2 IT 人材需給の試算の考え方 

IT 人材需給の試算では、IT 関連市場を担う人材数を「供給」、人材需給ギャップによ

り実現されていない潜在的な需要まで含めた IT 人材需要を「需要」と表現し、「需要」

と「供給」の差を IT 人材の「需給ギャップ」と表現する（需給ギャップは、需要が供給

を上回る場合のほか、下回る場合もある）。 

図 3-2 IT 人材需給の試算のイメージ 

（出所）みずほ情報総研作成 

図 3-2 の IT 人材供給に関しては、総務省による平成 27 年国勢調査の公表結果、文部

科学省による学校基本調査等の結果、IT 人材需要に関しては、IT 需要の将来見通しを利

用し、2030 年までの IT 人材需給を試算する。 

図 3-3 IT 人材供給の試算イメージ 

（出所）みずほ情報総研作成 

現在の
IT需要の規模

人材不足により
実現されていない
潜在的なIT需要

現在のIT人材数

IT人材の需給ギャップ

需
要

供
給

人材数
（供給数）

需給
ギャップ

人材数
（供給数）

需給
ギャップ

人材数
（供給数）

需給
ギャップ

2018年 2018年 2018年 202X年 2030年

①【現在】現在どのくらいのIT人材が存在し、
②【将来】人材数は将来どのように変化していくのか

①【現在】現在どのくらいのIT人材の需給ギャップがあり、
②【将来】その需給ギャップは将来どのように変化していくのか
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1.3 IT 人材需給の試算方法 

1.3.1 IT 人材供給の試算方法 

(1) IT 人材供給計算の基礎式

IT 人材供給の試算には、下記の IT 人材数の推移に関する基礎式（ポピュレーション

バランス式、population balance equation: PBE7）を用いて１年単位で時間を発展させ、2030

年までの年齢別の IT 人材数を計算する。 

𝑓𝑛
𝑇 − 𝑓𝑛−1

𝑇−1 = −𝑠2 ∙ 𝑓𝑛−1
𝑇−1 + 𝑆1

𝑓: IT 人材数(供給), 𝑛:年齢(18～64), 𝑇:年(西暦) 

𝑠2:離入職による変動率（離職率 − 入職率）

𝑆1:国内教育機関からの新卒入職者

なお、上記の基礎式の初期値は、最新の国勢調査（平成 27 年調査）を用いる。また、

IT 人材は、18 歳～64 歳8の人材とする。 

(2) IT 人材数の総数

T 年における IT 人材（全体）数は、上記の基礎式により計算された年齢別の IT 人材

数𝑓𝑛
𝑇の年齢合算により計算される。

(3) 新卒 IT 人材就職数

専門学校・大学・大学院等からの新卒 IT 人材就職数は、文部科学省「学校基本調査」

の卒業・修了者数のうち、卒業・修了後の進路として「情報処理・通信技術者」の就職

数を用いる。ただし、(1)の基礎式では、年齢単位の就職数が必要となるが、就職数の年

齢別のデータは入手できないため、浪人・留年を考慮した卒業・修了年齢を考慮し、各

年齢別の IT 人材就職数を算出する。 

将来の新卒 IT 人材入職数に関しては、人口動態と IT 人材への就職割合変化を考慮す

る。将来の学生数の減少の影響は、就職者が当該年度の人口数の減少割合（総務省「人

口推計」）に比例すると仮定する。 

また、IT 人材への就職割合の増減変化率（IT 入職者数／全就職者数）に関しては、近

年 IT 人材への就職割合が上昇していることから、このトレンド（2010～2017 年までの

平均：0.13%／年の伸び）が 2030 年まで継続すると仮定する。上記を踏まえた新卒 IT

人材就職数の算出式は、次のとおりである。 

7 PBE は人口年齢分布の推移を推計する際に適用される。今回は、IT 人材推移の推移・試算にこの考え方を適用し

た。 
8 65 歳を超える人材が IT 人材として活躍することも想定されるが、ここでは企業等での活躍を想定した 64 歳まで

の人材を試算の対象とした。 

－審査意見（６月）（資料）－39－
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𝑆1 = (𝐴 ∙ 𝑥𝑛) ∙ 𝑒𝑛 ∙ 𝑦

𝐴: IT 関連職種への就職者数（2017 年）,  𝑥𝑛:浪人・留年係数9

𝑒𝑛:人口変動率(2017 年基準10), 

𝑦:就職者のうち IT 関連職種への就職割合の増減変化率（2017 年基準） 

具体的な新卒 IT 人材入職数の推移は、下図のとおりである。 

図 3-4 「情報処理・通信技術者」としての就職者数及び IT 人材としての就職割合 

※ 2018 年以降は、みずほ情報総研が 2010 年以降のトレンドをもとに試算した値

（出所）文部科学省「平成 28 年度学校基本調査」をもとにみずほ情報総研作成 

(4) 入職・離職率

各年齢の IT 人材の増減に影響する入職・離職割合は、ネットとして増減の割合を示す

「離職率－入職率」を用いて計算する。試算対象の IT 人材の「離職率－入職率」のデー

タが存在しないため、2005 年、2010 年国勢調査と 2015 年国勢調査の結果から、年齢推

移した上での増減割合を「離職率－入職率」とみなす11。 

なお、本試算では、「離職率－入職率」は、厚生労働省の雇用動向調査によれば、情報

通信業の男女別の離職率に大きな差異が見られない12ことから、性別による違いは考慮し

ていない。 

9 IT 人材として入職する新卒人材について、浪人・留年等の影響による入職時の年齢別の新卒人材の割合を算出す

るための係数。 
10 2017 年のデータを 1 とした時の変化率に換算。 
11 5 年間、IT 人材が離職あるいは入職しなければ、5 年後の年齢 IT 人材数に変化がない。変化がある場合には、離

職あるいは入職が生じているとみなす。ここでの離職、入職は IT 人材から IT 人材以外の職業になる（離職）、IT

人材以外の職業から IT 人材職種になる（入職）と扱う。IT 企業間での転職等は、離職=入職となり IT 人材の増

減には影響を与えないため、一般的な離職、入職とは考え方が異なる。 

高齢者が死亡等の原因により減少することも考えられるが、現在の推計・試算方法では、離職-入職の中の離職に

含まれると想定している。 

新卒人材が入職すると想定する 18 歳～29 歳は、新卒人材の入職があるため、上記の離職、入職の考え方を適用

することが困難なため、(3)の新卒人材の入職のみを考慮している。 
12 全産業では性別による離職率に差異があり女性の離職率が高いが、情報通信業ではその差異は小さい。 
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また、一般に需給ギャップにより需要が供給を上回る場合、企業等の積極採用、賃金

上昇等により雇用が促進され、需給ギャップが縮小すると考えられるが、IT 人材に関し

ては、専門性が求められるため、IT 人材以外の職種からの IT 人材への入職は容易では

ない。そのため、需給ギャップによる入職・離職への影響に関しては考慮していない。

また、需給ギャップにより IT 人材が過剰となった場合に、入職・離職に影響が出ること

が想定されるが、本試算では、これを考慮していない。 

 

(5) 退職数 

退職数は、離職数の内数として計算される。ただし、65 歳に達した IT 人材が全て退

職（離職）すると仮定している。 

 

(6) 外国人 IT人材 

今回の試算では、国勢調査への回答をベースとしているため、国勢調査に回答した国

内に在籍する外国人が含まれている。新卒就職者には国内大学への留学生等、外国人が

含まれると考えられる。将来の海外大学等からの新卒就職者、中途採用等による新規の

外国人 IT 人材の増加、又は減少は考慮していない。また、試算の対象は、日本企業等か

らの海外へのオフショアリング、アウトソーシング等に従事する海外の IT 人材を含んで

いない。 

 

1.3.2 IT 人材需要の試算方法 

(1) 現在の IT人材需要 

 2018 年時点での IT 人材需要は、独立行政法人情報処理推進機構（IPA）による企業ア

ンケート調査の結果13をもとに需給ギャップを試算し、その需給ギャップ（需要が供給を

22 万人上回る）と 2018 年の IT 人材数（供給数）の合計とする。 

 

(2) 将来の IT人材需要 

将来の IT 人材需要数（必要数）は、将来の IT 需要の推移をもとに IT 人材の生産性向

上を考慮し計算する。 

𝐷 =
𝐷𝑀

𝑃
 

𝐷𝑀: IT 需要, 𝑃:生産性 

 

IT 需要に関しては、IT 投資見通しに関する各種市場調査結果を踏まえた上で、我が国

                                                        
13 IPA 企業アンケート調査による IT 人材の不足状況の割合（%）を尋ねた回答をもとに IT 人材全体の不足数を試

算した。 

－審査意見（６月）（資料）－41－
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の実質 GDP 等の伸びに準じる場合、IPA 企業アンケート調査14による場合、その中間の

場合の伸び率を適用した。なお、将来の IT 需要に関しては、IT 人材の需要に影響を与

える要因であることから、総合分析において考察を実施した。 

 

表 3-1 IT 需要の伸び 

IT 需要の伸びに関する条件 伸び率の数値 

経済成長に準拠 

（IT 需要の伸び「低位」） 

IT 需要は GDP 連動性が高いため 1%と仮定 

（各種市場調査結果も概ね 1%程度の伸びを想定） 

IPA 企業アンケート調査 

（IT 需要の伸び「高位」） 

IPA 企業アンケート調査の結果に基づく 

（3～9%：年度により変化） 

上記の中間 

（IT 需要の伸び「中位」） 
上記の中間値 

 

(3) 生産性 

 IT 需要に対して必要な IT 人材数は、IT 人材の生産性（労働生産性）に依存する。今

回の試算では、生産性上昇率を考慮し、将来の生産性を試算する。 

生産性上昇率については、過去の情報通信業の生産性上昇率等を参考に一定割合の生

産性向上を仮定した場合を想定する。また、2030 年の人材需給ギャップをゼロとするた

めに必要となる生産性の上昇率を適用した場合の試算も実施する。 

 

表 3-2 生産性の上昇率 

生産性上昇に関する条件 生産性上昇率の数値 

生産性上昇率一定 生産性上昇率：0.7%、2.4% 

IT 人材需給ギャップゼロ

を実現するための生産性 

2030 年の IT 人材需給ギャップゼロを実現するための必要な

生産性上昇率。各上昇率は、1.4.2 節の試算条件に示す。 

 

 

表 3-2 の生産性上昇率のうち、「0.7%」は、2010 年以降の我が国の情報通信業の労働

生産性の上昇率の平均値である。また、「2.4」%は、1995 年以降の我が国の情報通信業

の労働生産性の上昇率の平均値である。足元の上昇率（0.7%）に比べて、高めの数値で

あるが、欧米諸国では、2010 年代の米国で 2.2%、フランスで 2.3%、ドイツで 4.2%の生

産性の上昇が見られており、欧米の上昇率に近い水準といえる。 

 

                                                        
14 IPA 企業アンケート調査では、将来の IT 人材需要を尋ねているが、その際には、現在の IT 人材の生産性を前提

に回答していると仮定している。 

－審査意見（６月）（資料）－42－
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図 3-5 情報通信業の労働生産性の時系列比較（2010年を 1としたときの推移） 

（出所）日本生産性本部「労働生産性の国際比較 2017 年度版」をもとにみずほ情報総研作成 

 

表 3-3 各国の情報通信業の労働生産性上昇率（年率平均値） 

 
1995 年以降の 

労働生産性上昇率 

2010 年代の 

労働生産性上昇率 

米国 5.4% 2.2% 

ドイツ 4.2% 4.2% 

フランス 3.1% 2.3% 

日本 2.4% 0.7% 

（出所）日本生産性本部「労働生産性の国際比較 2017 年度版」をもとにみずほ情報総研作成 

 

1.3.3 需要と供給の差（需給ギャップ）の試算方法 

IT 人材の需要と供給の差（需給ギャップ）は、IT 人材の需要（数）－供給（数）によ

り計算する。 
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1.4 IT 人材需給の試算結果 

1.4.1 IT 人材供給の試算結果 

前項までに示した計算式と前提に基づいて試算された IT 人材供給（数）の年次推移は

図 3-6 のとおりである。新卒人材（IT 人材としての新卒就職者数）の増加に伴い、IT

人材数（供給）は 2030 年まで増加傾向となり、2030 年の IT 人材数は、2018 年から 10.2

万人増の 113.3 万人となる。平均年齢は、直近では微増傾向となるが、IT 市場への新卒

人材の増加に伴って 40 歳付近で横ばい傾向となり、2025 年以降は微減傾向を示す。 

 

 

図 3-6 IT 人材数（供給）の推移 

（出所）2015 年は国勢調査による、2016 年以降は、試算結果をもとにみずほ情報総研作成 

 

IT 人材の年齢分布をみると、2015 年には 35～39 歳の割合が最も高いが、2020 年には、

40～44 歳の割合が最も高くなり、30～34 歳の割合が 11.2%まで低下する。また、50～54

歳の割合は 11.7%、55 歳～59 歳の割合が 8%を超える。 

2030 年には、新卒人材の IT への流入に伴い、若手 IT 人材の割合が増加し、25～29

歳及び 30～34 歳の割合が最も高くなる。他方、50～54 歳の割合も高く、2 つのピークを

持つ年齢分布になると試算される。 
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図 3-7 IT 人材の年齢分布の推移 

（出所）2010 年及び 2015 年は国勢調査による／2020 年以降は試算結果をもとにみずほ情報総研作成 
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1.4.2 IT 人材の需要と供給の差（需給ギャップ）の試算結果 

(1) 試算の条件 

1.3 節に示した基礎式及び計算式に基づいて試算を行う際の条件を以下に示す。今回

の試算では、IT 需要の伸びと生産性の上昇に着目し、複数の条件により試算を行う。 

IT 需要の伸びに関しては、以下の３つの条件を設定した。 

（ア）IT 需要の伸びが「低位」の場合：各種調査会社等の市場成長予測や我が国の実

質 GDP 伸び率を参考にした成長率（1%）に応じて IT 需要が拡大すると想定 

（イ）IT 需要の伸びが「高位」の場合：IPA 企業アンケート調査の回答（約 3～9%）

に基づいて拡大すると想定 

（ウ）IT 需要の伸びが「中位」：（ア）及び（イ）の中間の成長率（約 2～5%）で IT

需要が拡大すると想定 

なお、試算結果は、IT 需要の伸び率が低い条件の順（（ア）（ウ）（イ）の順）に示す。 

生産性の上昇率に関しては、（ア）情報通信業の 2010 年代の上昇率（0.7%）と同水準

と想定、（イ）情報通信業の 1995 年以降の上昇率（2.4%）と同水準と想定、（ウ）需給

ギャップがゼロになる生産性上昇率を想定という３つの条件を設定した。 

上述の IT 需要（３条件）× 生産性上昇率（３条件）の計９の条件を下表に一覧とし

て示す。 

表 3-4 試算の条件一覧（IT 人材需給） 

 IT 需要の伸び 生産性の上昇率 

1 「低位」 

IT 需要の伸び：1% 

（各種調査会社等の市場成長予測に基づく） 

0.7% 

2 2.4% 

3 需給ギャップゼロ：1.84% 

4 「中位」 

IT 需要の伸び：中間値 

（IT 需要「低位」と「高位」の中間値） 

0.7% 

5 2.4% 

6 需給ギャップゼロ：3.54% 

7 「高位」 

IT 需要の伸び：3%～9% 

（IPA 企業アンケート調査の回答に基づく） 

0.7% 

8 2.4% 

9 需給ギャップゼロ：5.23% 

 

  

－審査意見（６月）（資料）－46－
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(2) 需給の試算結果概要 

① 2030 年の IT 人材の需要と供給の差（需給ギャップ） 

1.4.1 節の条件に基づいて試算した 2030 年時点の IT 人材の需要と供給の差（需給ギャ

ップ）の結果を下表に示す。 

今回の試算における標準的な条件を、生産性上昇率「0.7%」とした場合、IT 需要の伸

びが「高位」の条件では、IT 人材に対する需要が供給を大幅に上回り、78.7 万人の需給

ギャップが生じるが、IT 需要の伸びが「低位」の条件では、需給ギャップの規模は 16.4

万人になると試算される。また、その中間である IT 需要の伸びが「中位」の条件では、

44.9 万人の需給ギャップが生じると試算される。 

なお、IT 需要の伸びが「低位」（1%とする）であり、かつ、生産性の上昇率が「2.4%」

という条件のもとでは、供給が需要を上回り、△7.2 万人の需給ギャップが発生すると試

算される。 

表 3-5 2030年の IT 人材の需要と供給の差（需給ギャップ） 

 

生産性上昇率 

（年率） 

IT 需要の伸び 

低位：1% 

（経済成長準拠） 

中位： 2～5% 

（低位と高位の中間） 

高位： 3～9% 

（IPA 企業アンケート） 

0.7% 16.4 万人 44.9 万人 78.7 万人 

2.4% △7.2 万人 16.1 万人 43.8 万人 

需給ギャップゼロ 1.84% 3.54% 5.23% 

無印：需要数＞供給数、△：供給数＞需要数 

（出所）試算結果をもとにみずほ情報総研作成 

 

また、2030 年における IT 人材の需給ギャップをゼロとするために必要な生産性の上

昇率は、IT 需要の伸びが「低位」の場合は 1.84%、「中位」の場合は 3.54%、「高位」の

場合は 5.23%となる。 

 

(3) IT 人材の需要と供給の差（需給ギャップ）推移 

 前掲の条件に基づいて試算した IT 人材の需給ギャップの推移（2018 年、2020 年、2025

年、2030 年）を下表に示す。 

 生産性上昇率が「0.7%」、IT 需要の伸びが「低位」（1%）の場合、IT 人材の需給ギャ

ップ 22 万人は徐々に減少し、2030 年には 16.4 万人となる。また、IT 需要の伸びが「高

位」の場合、IT 人材の需給ギャップは拡大し、2030 年には 78.7 万人に達する。その中

間である IT 需要の伸びが「中位」の場合、IT 人材の需給ギャップは、2030 年に 44.9 万

人にまで拡大する。 

  

－審査意見（６月）（資料）－47－



 

18 

表 3-6  IT 人材の需要と供給の差（需給ギャップ）の推移 

No. IT 需要 生産性上昇率 
需要と供給の差（需給ギャップ） 

2018 年 2020 年 2025 年 2030 年 

1 1% 

（低位） 

0.7% 22.0 万人 19.9 万人 16.8 万人 16.4 万人 

2 2.4% 15.7 万人 2.6 万人 △7.2 万人 

3 需給ギャップゼロ：1.84% 17.1 万人 7.1 万人 0 万人 

4 2～5% 

（中位） 

0.7% 22.0 万人 30.4 万人 36.4 万人 44.9 万人 

5 2.4% 25.9 万人 20.1 万人 16.1 万人 

6 需給ギャップゼロ：3.54% 23.0 万人 10.3 万人 0 万人 

7 3～9% 

（高位） 

0.7% 22.0 万人 41.2 万人 58.4 万人 78.7 万人 

8 2.4% 36.4 万人 39.7 万人 43.8 万人 

9 需給ギャップゼロ：5.23% 28.9 万人 13.5 万人 0 万人 

無印：需要数＞供給数、△：供給数＞需要数 

（出所）試算結果をもとにみずほ情報総研作成 

 

  

－審査意見（６月）（資料）－48－
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1.4.3 代表的な需給の試算結果 

1.4.1 節に示した条件のうち、代表的な試算条件に基づく試算結果を示す。 

(1) 生産性上昇率「0.7%」で固定して IT 需要の伸びを変化させた場合

生産性上昇率「0.7%」を適用し、IT 需要の伸びを「低位」、「中位」、「高位」として試

算した結果を以下に示す。 

図 3-8 IT 人材需給に関する主な試算結果①（生産性上昇率 0.7%、IT需要の伸び「低位」） 

（出所）2015 年は総務省「平成 27 年国勢調査」によるもの、 

2016 年以降は試算結果をもとにみずほ情報総研作成 

図 3-9 IT 人材需給に関する主な試算結果②（生産性上昇率 0.7%、IT需要の伸び「中位」） 

（出所）2015 年は総務省「平成 27 年国勢調査」によるもの、 

2016 年以降は試算結果をもとにみずほ情報総研作成 
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図 3-10 IT 人材需給に関する主な試算結果③（生産性上昇率 0.7%、IT需要の伸び「高位」） 

（出所）2015 年は総務省「平成 27 年国勢調査」によるもの、 

2016 年以降は試算結果をもとにみずほ情報総研作成 

前掲の３つの条件による試算結果を対比すると、下図のとおりとなる。 

図 3-11 IT 人材需給に関する主な試算結果①②③の対比 

（生産性上昇率 0.7%、IT需要の伸び「低位」「中位」「高位」） 

（出所）2015 年は総務省「平成 27 年国勢調査」によるもの、 

2016 年以降は試算結果をもとにみずほ情報総研作成 
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(2) IT 需要の伸び「中位」で固定して生産性上昇率を変化させた場合

IT 需要の伸びを「中位」とし、生産性上昇率について「0.7%」、「2.4%」、「3.54%」の

３つの条件で試算した結果を以下に示す。「3.54%」は、IT 需要の伸びが「中位」の場合

に、2030 年時点での需給ギャップがゼロとなる生産性上昇率である。 

図 3-12 IT 人材需給に関する主な試算結果④（生産性上昇率 0.7%、IT需要の伸び「中位」） 

（出所）2015 年は総務省「平成 27 年国勢調査」によるもの、 

2016 年以降は試算結果をもとにみずほ情報総研作成 

図 3-13 IT 人材需給に関する主な試算結果⑤（生産性上昇率 2.4%、IT需要の伸び「中位」） 

（出所）2015 年は総務省「平成 27 年国勢調査」によるもの、 

2016 年以降は試算結果をもとにみずほ情報総研作成 
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図 3-14 IT 人材需給に関する主な試算結果⑥（生産性上昇率 3.54%、IT需要の伸び「中位」） 

（出所）2015 年は総務省「平成 27 年国勢調査」によるもの、 

2016 年以降は試算結果をもとにみずほ情報総研作成 
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学生確保の見通し採用意向調査「採用規模別の採用意向企業・施設数」

全体 増やす
昨年度
並み 減らす 未定

採用予
定なし

見送り
（中止） 無回答

n= 度数 度数 度数 度数 度数 度数 度数

全体 169 30 97 3 22 14 3 0
1名～10名未満 67 11 30 1 18 6 1 0
10名～50名未満 40 8 31 0 1 0 0 0
50名～100名未満 21 6 11 2 2 0 0 0
100名～200名未満 14 2 12 0 0 0 0 0
200名以上 14 1 13 0 0 0 0 0
採用していない 13 2 0 0 1 8 2 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0

全体

ぜひ採
用した

い
採用し
たい

採用し
たくな

い 無回答
n= 度数 度数 度数 度数

全体 169 34 108 20 7
1名～10名未満 67 9 47 5 6
10名～50名未満 40 13 24 3 0
50名～100名未満 21 6 11 3 1
100名～200名未満 14 4 8 2 0
200名以上 14 1 12 1 0
採用していない 13 1 6 6 0
無回答 0 0 0 0 0

全体

採用し
たい
計

*ぜひ
採用し
たい

*採用
したい

採用し
たくな

い 無回答
n= 度数 度数 度数 度数 度数

全体 169 142 34 108 20 7
1名～10名未満 67 56 9 47 5 6
10名～50名未満 40 37 13 24 3 0
50名～100名未満 21 17 6 11 3 1
100名～200名未満 14 12 4 8 2 0
200名以上 14 13 1 12 1 0
採用していない 13 7 1 6 6 0
無回答 0 0 0 0 0 0

Q4 新規大卒
者の平均的な
採用数

Q5 本年度の新規大卒者の採用予定数

Q4 新規大卒
者の平均的な
採用数

Q9 順天堂大学「健康データサイエンス
学部」卒業生の採用意向

Q4 新規大卒
者の平均的な
採用数

NQ9 順天堂大学「健康データサイエンス学部」卒
業生の採用意向

－審査意見（６月）（資料）－54－
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学⽣確保の⾒通し採⽤意向調査「採⽤予定数を増加する傾向にある企業・施設における想定採⽤⼈数」

全体
ぜひ採用

したい
採用した

い
採用した

くない 無回答

n= 度数 度数 度数 度数

全体 169 34 108 20 7

増やす 30 7 19 4 0

昨年度並み 97 23 63 8 3

減らす 3 1 1 1 0

未定 22 2 15 2 3

採用予定なし 14 1 8 4 1

見送り（中止） 3 0 2 1 0

無回答 0 0 0 0 0

全体
採用した
い　計

*ぜひ採
用したい

*採用した
い

採用した
くない 無回答

n= 度数 度数 度数 度数 度数

全体 169 142 34 108 20 7

増やす 30 26 7 19 4 0

昨年度並み 97 86 23 63 8 3

減らす 3 2 1 1 1 0

未定 22 17 2 15 2 3

採用予定なし 14 9 1 8 4 1

見送り（中止） 3 2 0 2 1 0

無回答 0 0 0 0 0 0

全体 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人
人数は分
からない 無回答

n= 度数 度数 度数 度数 度数 度数 度数 度数 度数 度数

全体 142 36 13 4 1 2 0 0 0 86 0

増やす 26 6 4 2 0 0 0 0 0 14 0

昨年度並み 86 22 7 2 0 2 0 0 0 53 0

減らす 2 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0

未定 17 4 1 0 0 0 0 0 0 12 0

採用予定なし 9 3 1 0 0 0 0 0 0 5 0

見送り（中止） 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1⼈ 2⼈ 3⼈ 4⼈ 5⼈ 6⼈ 7⼈ 8⼈
⼈数は分
からない 無回答

想定採⽤
⼈数計

全体 36件 13件 4件 1件 2件 0件 0件 0件 86件 0件 
増やす 6件 4件 2件 0件 0件 0件 0件 0件 14件 0件 
昨年度並み 22件 7件 2件 0件 2件 0件 0件 0件 53件 0件 
減らす 0件 0件 0件 1件 0件 0件 0件 0件 1件 0件 
未定 4件 1件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 12件 0件 
採⽤予定なし 3件 1件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 5件 0件 
⾒送り（中⽌） 1件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 1件 0件 
無回答 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 

全体 36⼈ 26⼈ 12⼈ 4⼈ 10⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 86⼈ - 174⼈ 
増やす 6⼈ 8⼈ 6⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 14⼈ - 34⼈ 
昨年度並み 22⼈ 14⼈ 6⼈ 0⼈ 10⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 53⼈ - 105⼈ 
減らす 0⼈ 0⼈ 0⼈ 4⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 1⼈ - 5⼈ 
未定 4⼈ 2⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 12⼈ - 18⼈ 
採⽤予定なし 3⼈ 2⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 5⼈ - 10⼈ 
⾒送り（中⽌） 1⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 1⼈ - 2⼈ 
無回答 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ 0⼈ - 0⼈ 

Q9 順天堂大学「健康データサイエンス学部」卒業生
の採用意向

Q5 本年度の新
規大卒者の採
用予定数

NQ9 順天堂大学「健康データサイエンス学部」卒業生の採用意
向

Q5 本年度の新
規大卒者の採
用予定数

Q10 順天堂大学「健康データサイエンス学部」卒業生の採用想定人数

想定採⽤⼈数

件数

⼈数

Q5 本年度の新
規大卒者の採
用予定数

※ベース：順天堂大学「健康データサイエンス学部」卒業生の採用意向あり (Q9=1-2)

－審査意見（６月）（資料）－55－
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